
51

中
世
海
村
の
生
業
暦　
 

春
田
直
紀

W
orking

C
alendars

of
C

oastalV
illage

 
        
             
        
      s

in
the

M
iddle

A
ges

          
       
   

　

こ
れ
ま
で
中
世
村
落
の
一
年
は
、
農
事
暦
が
形
づ
く
る
農
民
の
四
季
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
農
業
に
内
部
化
し
な
い
外
部
的
複
合
の
生
業
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
海
村
に
お
い
て
は
、
海
辺
と

い
う
立
地
環
境
に
応
じ
た
生
業
の
組
合
せ
に
よ
る
一
年
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
越
前
・
若
狭
の
中
世
海
村
を
対
象
に
、
負
担
史
料
を
も
と
に
生
業
暦
を
復
元
し
、
各
月

の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
業
の
複
合
の
あ
り
方
か
ら
海
村
の
類
型
化
を
試
み
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
中
世
海
村
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
中
世
海
村
に
お
け
る
稲
作
の
比
重
は
総
じ
て
低
く
、
所
領
単
位
と
し
て
浦
を
設
定
し
た
領
主
は
、

　

海
村
に
固
有
の
機
能
を
期
待
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
村
固
有
の
機
能
は
、
塩
・
海
産
物
の
供
給
、

　

畠
作
物
・
山
野
の
産
物
、
養
蚕
に
よ
る
絹
、
狩
猟
に
よ
る
獣
皮
な
ど
多
岐
に
お
よ
ぶ
が
、
こ
れ
ら

　

の
諸
機
能
が
一
つ
の
海
村
で
全
て
果
た
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

二
、
中
世
海
村
の
生
業
暦
は
、
漁
撈
・
製
塩
・
畠
作
・
稲
作
・
養
蚕
・
狩
猟
・
採
集
な
ど
が
季
節
的

　

に
組
み
合
わ
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
業
暦
は
、
稲
作
の
農
事
暦
に
他
の
生
業
活
動
が

　

組
み
込
ま
れ
る
複
合
の
あ
り
方
と
は
異
な
り
、
複
数
の
生
業
が
横
並
び
で
併
存
す
る
外
部
的
複
合

　

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
複
合
の
様
相
は
海
村
ご
と
に
違
い
、
生
業
の
組
合
せ
方
で
海
村
を
四

　

つ
に
類
型
化
し
た
。

三
、
製
塩
と
漁
撈
の
組
合
せ
を
生
業
構
成
の
基
本
と
す
る
海
村
の
負
担
体
系
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
、

　

塩
と
小
魚
の
月
別
負
担
と
ワ
カ
メ
・
鮨
桶
に
代
表
さ
れ
る
季
節
的
負
担
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　

負
担
物
の
納
期
が
一
時
期
に
集
中
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
複
数
の
生
業
暦
が
ず
れ
な
が
ら
重
な
り
合

　

う
海
村
の
生
業
構
造
の
反
映
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
中
世
海
村
の
負
担
は
、
年
始
・
歳
末
の
礼
物
や
五
節
供
・
神
祭
の
節
料
な
ど
の
「
参
物
」
系
統

　

と
、
季
節
の
旬
の
産
物
に
よ
る
「
成
物
」
系
統
と
に
二
分
で
き
る
。
礼
物
と
そ
れ
に
対
す
る
下
行

　

は
、
浦
と
領
主
と
の
双
務
的
な
関
係
を
再
確
認
さ
せ
、
祭
礼
に
お
け
る
節
料
負
担
は
生
業
の
権
益

　

を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。「
成
物
」
の
納
入
に
は
領
主
に
よ
る
細
か
い
指
示
が
み
ら
れ
、　

　

消
費
者
と
し
て
の
領
主
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。

五
、
中
世
海
村
の
生
業
活
動
と
資
源
利
用
を
保
障
す
る
方
式
に
は
、
①
資
源
利
用
休
止
期
間
の
設
定
、

　

②
領
主
に
よ
る
下
行
と
出
挙
、
③
代
物
・
代
納
制
の
採
用
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

【
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は
じ
め
に

　

中
世
と
い
う
時
代
、
日
本
列
島
の
沿
海
村
落
の
多
く
は
「
浦
」
と
い
う
名
称
を
与

え
ら
れ
、
荘
園
・
公
領
の
制
度
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
中
世
の
浦
々
を

漁
村
と
い
う
概
念
で
把
握
す
る
だ
け
で
は
、
漁
業
以
外
も
含
む
多
種
多
様
な
生
業
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
「
浦
」
の
あ
り
方
が
把
握
で
き
な
い
と
い
う
反
省
か
ら
、「
中
世

海
村
」
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
始
め
て
二
〇
年
ほ
ど
が
経
過
し

�
漁
村
で
は
な
く

海
村
と
し
て
中
世
の
浦
々
を
眺
め
る
こ
と
で
、
一
つ
の
浦
が
関
わ
る
生
業
の
多
種
性

や
、
開
発
と
流
通
を
軸
と
し
た
生
業
構
造
の
変
化
、
あ
る
い
は
海
と
陸
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
な
ど
が
射
程
に
入
り
、
議
論
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
海
村

研
究
の
進
展
の
な
か
で
、
と
り
残
さ
れ
て
き
た
課
題
の
一
つ
に
中
世
海
村
の
生
業
暦

の
復
元
が
あ
る
。

　

中
世
村
落
の
一
年
は
今
ま
で
、
農
事
暦
が
形
づ
く
る
農
民
の
四
季
と
し
て
描
か
れ

て
き
た
。
例
え
ば
木
村
茂
光
氏
は
、
自
然
・
季
節
の
変
化
を
無
視
し
て
生
産
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
季
節
の
変
化
と
農
業
生
産
の
節
目
を
結
び
つ

け
て
住
民
の
節
目
と
し
た
一
年
間
の
祭
礼
と
、
農
事
暦
と
の
関
連
性
に
注
目
し
な
が

ら
、
中
世
農
民
が
生
き
た
一
年
の
生
活
サ
イ
ク
ル
を
明
ら
か
に
し
て
い

�
そ
こ
で

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
習
俗
に
は
、
中
世
海
村
で
も
符
合
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
認

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
よ
り
、
農
業
に
内
部
化
し
な
い
外
部
的
複
合
の
生

業
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
海

�
一
年
を
復
元
す
る
た
め
に
は
、
農
事
暦
や

漁
撈
暦
に
限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
の
暦
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
作
業

を
始
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
木
村
氏
は
、
農
事
暦
を
年
貢
・
公
事
の
負
担

や
領
主
の
農
民
に
対
す
る
勧
農
と
の
関
係
で
も
跡
づ
け
て
い
る
が
、
海
村
の
場
合
は

負
担
物
の
納
期
が
比
較
的
多
く
、
住
民
の
生
業
を
補
完
す
る
勧
業
行
為
も
複
数
に
及

ぶ
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
農
事
暦
が
形
づ
く
る
春
夏
秋
冬
の
四
分
法
だ
け
で
は

割
り
切
れ
な
い
、
特
有
の
季
節
感
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
海
村
研
究
の
立
場

（
１
）

た
。

（
２
）

る
。

（
３
）

村
の

か
ら
は
、
海
辺
と
い
う
立
地
環
境
に
応
じ
た
生
業
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

一
年
の
生
活
サ
イ
ク
ル
を
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
作
業
が

意
外
と
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
藤
木
久
志
氏
に
よ
る
二
つ
の
浦
の
負
担
を

め
ぐ
る
習
俗
の
検
証
で
あ
る
。
越
前
国
江
良
浦
と
若
狭
国
矢
代
浦
の
「
指
出
」
を
基

本
史
料
に
、
浦
が
在
地
領
主
と
の
間
に
と
り
結
ぶ
年
貢
・
公
事
・
夫
役
の
習
俗
の
分

析
か
ら
、
浦
と
領
主
の
双
務
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
藤
木
氏
の
研
究

�
海
村
論
か

ら
み
て
も
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
勧
業
行
為
を
意
味
す
る
領
主
の
下
行

か
ら
生
業
の
開
始
期
（
口
明
け
）、
上
納
日
か
ら
生
業
の
終
期
を
推
定
す
る
こ
と
で
、

海
村
の
生
業
暦
を
全
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
こ
と
。
そ
こ
に
は
様
々
な
産
物

と
生
業
が
、
複
雑
な
収
納
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
に
整
序
さ
れ
た
海
村
固
有
の
負
担
体
系

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
年
間
の
負
担
内
容
の
違
い
か
ら
、
江
良
浦
は
「
塩

浜
だ
け
で
漁
業
は
な
く
、
山
間
の
田
畑
山
林
に
依
存
す
る
村
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

矢
代
浦
は
「
漁
業
を
主
と
す
る
海
村
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
海
村
に
も

多
様
な
生
業
の
組
合
せ
が
あ
る
こ
と
を
、
生
業
暦
の
復
元
か
ら
示
し
た
最
初
の
仕
事

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
藤
木
氏
の
研
究
視
点
が
海
村
論
と
は
別
の
所
に
置
か
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
残
さ
れ
た
課
題
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
畠
作
物
と

製
塩
の
生
業
暦
の
組
合
せ
で
生
業
体
系
が
た
ど
り
や
す
い
江
良
浦
に
対
し
て
、
矢
代

浦
は
負
担
の
中
心
を
し
め
る
海
の
産
物
の
種
類
と
納
期
が
多
い
た
め
か
、
背
後
に
あ

る
生
業
の
体
系
が
明
確
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
矢
代
浦
の
産
物
と
納

期
の
多
さ
は
、
供
給
さ
れ
る
海
産
物
の
種
類
の
多
さ
と
、
種
類
ご
と
の
漁
獲
・
採
集

期
の
ず
れ
、
す
な
わ
ち
水
棲
生
物
の
生
態
学
的
条
件
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

条
件
に
規
定
さ
れ
た
生
業
と
負
担
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
個
別
海
村
の

事
例
分
析
で
は
限
界
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
海
村
史
料
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
海

産
物
の
個
々
に
即
し
て
生
業
暦
を
復
元
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
自
然
生
態
と
の
関
わ
り
か
ら
形
づ
く
ら
れ
る
生
業
の
あ
り
方

�
個
別
海
村
を

（
４
）

は
、

（
５
）

に
、

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月



53

越
え
た
一
定
の
共
通
項
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
、
資
源
分
布
や
集
落
の
立
地
環
境
、

食
文
化
な
ど
が
大
き
く
共
通
す
る
地
域
の
範
囲
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
良
浦
と
矢
代
浦
を
含
む
福
井
県
の
越
前
海

岸
・
若
狭
湾
と
い
う
地
域
を
対
象
に
、
中
世
海
村
の
産
物
・
生
業
デ
ー
タ
を
網
羅
的

に
収
集
し
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
生
業
暦
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
の
う
え
で
、
こ
の
地
域
内
で
の
海
村
の
多
様
性
に
も
目
を
向
け
、
生
業
の
複
合
の

あ
り
方
か
ら
、
海
村
の
類
型
化
も
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

笊
対
象
海
村
と
検
討
史
料
に
つ
い
て

１　

対
象
海
村
と
基
本
史
料

　

本
論
の
考
察
に
先
立
ち
、
ま
ず
対
象
と
す
る
海
村
と
生
業
暦
の
検
討
に
使
用
す
る

史
料
を
示
し
て
お
き
た
い
。
主
に
と
り
あ
げ
る
海
村
は
、
北
東
部
か
ら
越
前
国
の
居

倉
浦
（
福
井
市
居
倉
町
、
以
下
現
在
の
地
名
）、
河
野
浦
（
南
条
郡
南
越
前
町
河
野
）、

江
良
浦
（
敦
賀
市
江
良
）、
若
狭
国
の
丹
生
浦
（
三
方
郡
美
浜
町
丹
生
）、
御
賀
尾
浦

（
三
方
上
中
郡
若
狭
町
神
子
）、
多
烏
浦
（
小
浜
市
田
烏
）、
矢
代
浦
（
小
浜
市
矢

代
）、
志
積
浦
（
小
浜
市
志
積
）
の
計
八
浦
で
あ
る
。
以
下
、
順
に
中
世
に
お
け
る

浦
の
概
況
と
、
検
討
す
る
史
料
に
つ
い
て
簡
潔
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

居
倉
浦

　

越
前
海
岸
の
中
ほ
ど
に
あ
る
越
前
岬
の
北
東
部
四
㎞
に
集
落
が
位
置
す
る
。
東
は

ガ
ラ
ガ
ラ
山
を
背
に
丹
生
山
地
を
控
え
、
集
落
後
背
の
谷
地
に
耕
地
が
開
か
れ
て
き

た
。
海
岸
線
に
は
岩
礁
と
海
食
崖
が
連
な
り
、
現
在
も
浅
海
漁
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

鎌
倉
期
に
は
居
倉
浦
一
帯
は
、
丹
生
山
地
の
越
智
山
の
神
領
域
に
含
ま
れ
て
い
た
と

想
定
さ
れ
�

検
討
す
る
史
料
は
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
、

年
月
日
未
詳
、
居
倉
浦
年
貢
目
録
〔
山
本
重
信
家
文
書
。
以
下
、
Ａ
と
略
記
〕
で
あ
る
。

（
６
）

る
。

こ
の
目
録
に
は
、
居
倉
浦
の
刀
祢
百
姓
ら
が
一
年
を
通
し
て
領
主
や
代
官
・
各
社
に

納
め
た
月
・
品
目
・
数
量
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
�

河
野
浦

　

越
前
岬
と
敦
賀
市
中
心
部
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
。
集
落
は
海
沿
い
に
分
布

す
る
が
、
南
東
方
向
か
ら
河
野
川
が
流
れ
こ
み
、
そ
の
下
流
付
近
に
ま
と
ま
っ
た
後

背
地
を
も
つ
。
当
地
は
府
中
と
越
前
海
岸
と
を
結
ぶ
西
街
道
の
終
点
に
あ
た
り
、
中

世
後
期
に
は
馬
借
・
海
運
業
が
盛
ん
で
隣
の
今
泉
浦
と
と
も
に
港
と
し
て
栄
え

�

河
野
浦
は
越
前
府
中
の
総
社
神
領
に
属
し
て
い
た
が
、
検
討
す
る
史
料
は
、
河
野
浦

が
本
所
の
総
社
に
対
し
て
果
た
す
負
担
を
書
き
上
げ
た
、
長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年

一
二
月
吉
日
、
川
野
浦
納
所
注
文
〔
刀
禰
新
左
衛
門
家
文
書
。
以
下
、
Ｂ
と
略
記
〕
で

あ
る
。
本
史
料
は
、
上
納
の
月
日
・
品
目
・
数
量
と
と
も
に
、
本
所
に
よ
る
饗
応
・

下
行
分
も
記
載
し
て
い
�

江
良
浦

　

敦
賀
湾
の
東
海
岸
に
位
置
す
る
。
三
方
に
山
が
迫
り
、
西
は
敦
賀
湾
に
面
し
て
入

江
を
形
成
し
て
い
る
。
海
浜
に
は
近
世
ま
で
塩
田
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
背
後
の
段
丘

上
に
屋
敷
が
立
地
し
て
い
た
。
浜
か
ら
東
南
に
谷
戸
地
形
が
入
り
込
み
、
こ
こ
を
舞

台
に
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
耕
地
開
発
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い

�
漁
撈
や
海
産
物
に
関
す
る
史
料
は
各
時
代
を
通
じ
て
乏
し
い
。
検
討
す
る
史

料
は
、
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
正
月
吉
日
、
江
良
浦
指
出
案
〔
刀
根
春
次
郎
家
文

書
。
以
下
、
Ｃ
と
略
記
〕
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
野
与
一
太
夫
の
地
頭
就
任
時
に
江
良

浦
刀
祢
御
百
姓
等
が
提
出
し
た
指
出
の
案
文
で
あ

�
そ
の
内
容
は
江
良
浦
の
一
年

間
の
負
担
と
領
主
に
よ
る
反
対
給
付
の
先
例
を
順
に
記
し
た
申
告
で
、
饗
応
・
下
行

分
記
載
の
豊
か
さ
に
注
目
し
た
藤
木
久
志
氏
が
、
す
で
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い

る
。
藤
木
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
浦
の
「
本
所
」
は
青
蓮
院
門
跡
、「
地
頭
」
は
敦
賀

気
比
社
執
当
の
大
中
臣
氏
で
、
そ
の
「
代
官
」
も
お
か
れ
て
い
た
と
さ
れ

�
刀
根

（
７
）

る
。

（
８
）

た
。

（
９
）

る
。

（　

）
１０る
。

（　

）
１１る
。

（　

）
１２る
。

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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春
次
郎
家
文
書
の
関
連
す
る
史
料
も
適
宜
参
照
し
た
い
。

丹
生
浦

　

敦
賀
半
島
の
西
海
岸
に
位
置
す
る
。
西
方
ヶ
岳
と
蠑
螺
ヶ
岳
の
山
麓
に
あ
り
、
西

は
若
狭
湾
に
面
す
る
。
丹
生
の
浦
と
呼
ば
れ
る
湾
の
奥
に
集
落
が
あ
り
、
漁
港
と
し

て
の
立
地
に
恵
ま
れ
、
現
在
も
漁
業
者
の
占
め
る
比
率
が
高

�
こ
の
浦
は
文
永
二

（
一
二
六
五
）
年
一
一
月
、
若
狭
国
惣
田
数
帳
�

段
階
で
は
国
衙
領
で
あ
っ
た
が
、

南
北
朝
期
以
降
に
鴨
社
領
と
な
っ
て
い

�
検
討
す
る
史
料
は
、
寛
正
六
（
一
四
六

五
）
年
三
月
一
四
日
、
丹
生
浦
年
貢
目
録
〔
賀
茂
御
祖
皇
大
神
宮
諸
国
神
戸
記
。
以
下
、

Ｄ
と
略
記
〕
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
、
丹
生
浦
の
刀
祢
と
百
姓
が
上
京
し
た
時
に

「
一
年
中
成
物
」
を
申
告
さ
せ
た
も
の
で
、
負
担
の
品
目
・
数
量
（
代
銭
額
）
の
現

状
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

�
神
戸
記
に
は
他
に
も
負
担
に
関
す
る
史
料
が
多
い
の

で
、
あ
わ
せ
て
活
用
し
た
い
。

御
賀
尾
浦

  
三
方
五
湖
の
北
側
に
突
き
出
た
常
神
半
島
の
西
岸
部
に
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
沿
い

の
入
江
に
集
落
が
連
続
す
る
が
、
そ
の
一
つ
が
現
在
神
子
と
呼
ば
れ
る
御
賀
尾
浦
で

あ
る
。
集
落
の
後
背
地
は
狭
小
で
、
可
耕
地
面
積
は
乏
し
い
。
地
先
の
海
は
回
游
魚

の
通
り
道
に
な
っ
て
お
り
、
網
場
漁
業
が
早
く
か
ら
発
達
し
た
。
ま
た
、
入
江
以
外

の
海
岸
に
は
山
が
迫
る
が
、
こ
れ
ら
の
山
で
採
れ
る
薪
を
燃
料
に
し
て
製
塩
も
行
わ

れ
た
。
中
世
は
新
日
吉
社
領
倉
見
荘
内
の
浦
と
し
て
出
発
し
、
鎌
倉
期
に
は
地
頭
と

な
っ
た
鎌
倉
幕
府
御
家
人
二
階
堂
氏
の
支
配
を
う
け
た
。
室
町
期
に
入
り
倉
見
荘
の

領
家
は
等
持
院
と
な
り
、
こ
の
浦
も
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、
応
仁
年
間
（
一
四

六
七
〜
六
九
）
に
は
守
護
請
が
成
立
し
、
守
護
武
田
氏
の
も
と
生
鮮
海
産
物
（
美

物
）
を
供
給
す
る
浦
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

�
主
に
検
討
す
る
史
料

は
、
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
三
月
日
、
御
賀
尾
浦
地
頭
年
貢
注
進
状
〔
大
音
正
和

家
文
書
。
以
下
、
Ｅ
と
略
記
〕
で
、
負
担
の
品
目
・
数
量
・
代
銭
額
・
納
期
が
記
さ
れ

（　

）
１３い
。

（　

）
１４案
の

（　

）
１５る
。

（　

）
１６る
。

（　

）
１７る
。

て
い

�
細
川
清
氏
が
守
護
と
な
っ
て
い
た
延
文
元
年
ご
ろ
の
御
賀
尾
は
、
国
人
ら

に
給
地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

�
大
音
正
和
家
文
書
の
鎌
倉
期
や
戦

国
期
の
負
担
史
料
も
活
用
し
て
い
く
。

多
烏
浦

　

黒
崎
（
田
烏
）
半
島
の
西
岸
部
の
南
端
部
に
位
置
し
、
西
は
田
烏
湾
に
面
す
る
。

田
烏
湾
も
ま
た
季
節
ご
と
に
回
游
魚
が
侵
入
し
て
く
る
好
漁
場
で
、
入
江
は
塩
浜
と

集
落
に
、
リ
ア
ス
式
海
岸
に
迫
る
山
々
は
製
塩
用
燃
料
の
薪
を
採
る
塩
木
山
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
中
世
の
多
烏
浦
は
小
川
一
本
を
境
に
北
側
の
汲
部
浦
と
接
し
て
い
た

が
、
両
浦
は
鎌
倉
後
期
以
降
、
黒
崎
半
島
西
側
の
山
と
そ
の
地
先
漁
場
を
め
ぐ
る
激

し
い
争
奪
戦
を
繰
り
返
す
な
か
、
山
も
海
も
共
同
の
資
源
と
し
て
利
用
す
る
ル
ー
ル

が
形
成
さ
れ
て
い

�
多
烏
の
可
耕
地
は
集
落
背
後
に
あ
る
谷
筋
に
限
ら
れ
、
一
三

世
紀
後
半
に
は
す
で
に
現
在
の
耕
地
の
外
郭
線
内
で
の
開
墾
が
か
な
り
進
ん
で
い
た

と
推
定
さ
れ
て
い

�
多
烏
と
汲
部
は
と
も
に
神
護
寺
領
西
津
荘
に
属
し
、
一
三
世

紀
中
ご
ろ
に
は
北
条
得
宗
領
に
編
入
さ
れ
た
。
検
討
す
る
史
料
は
、
年
月
日
未
詳
、

多
烏
浦
領
家
方
夏
年
貢
注

� 〔
秦
文
書
。
以
下
、
Ｆ
と
略
記
〕
と
年
月
日
未
詳
、
多
烏

浦
領
家
方
秋
年
貢
注

� 〔
秦
文
書
。
以
下
、
Ｇ
と
略
記
〕
で
あ
る
。
と
も
に
年
代
未
詳

で
あ
る
が
、
中
世
前
期
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
両
注
文
に
よ
り
六
月
と
一
一

月
の
負
担
品
目
・
数
量
・
代
銭
額
が
明
ら
か
と
な
る
。
秦
文
書
の
他
の
負
担
史
料
も

参
照
し
た
い
。

矢
代
浦

　

田
烏
湾
の
南
海
岸
に
位
置
し
、
東
は
田
烏
、
西
は
志
積
と
接
す
る
。
現
在
は
定
置

網
・
刺
網
に
よ
る
漁
業
が
盛
ん
で
、
可
耕
地
は
乏
し
い
。
集
落
の
海
浜
で
は
製
塩
が

営
ま
れ

�
永
和
二
（
一
三
七
六
）
年
に
は
矢
代
浦
刀
祢
百
姓
等
が
、
浦
の
状
況
を

「
磯
は
た
に
て
候
間
、
田
地
山
林
等
不
甲
斐
々
々
、
海
上
漁
計
に
て
ハ
こ
ら
ゑ
か
た

く
候
」
と
述
べ
、
海
上
で
の
漁
撈
を
主
生
業
と
す
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
�

（　

）
１８る
。

（　

）
１９る
。

（　

）
２０く
。

（　

）
２１る
。

（　

）
２２文

（　

）
２３文 

（　

）
２４た
。

（　

）
２５る
。
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鎌
倉
期
に
は
賀
茂
別
雷
社
領
の
宮
河
荘
あ
る
い
は
国
衙
領
の
宮
河
保
に
属
し
た
。
室

町
期
に
入
り
幕
府
御
料
所
と
な
っ
た
が
、
賀
茂
別
雷
社
と
の
関
係
も
継
続
し
、
戦
国

期
に
は
守
護
武
田
元
光
の
子
信
高
と
そ
の
甥
信
方
ら
の
支
配
下
に
入
っ

�
検
討
史

料
は
、
天
文
一
二
（
一
五
四
三
）
年
八
月
二
七
日
、
矢
代
浦
参
物
指

� 〔
栗
駒
清
左

ヱ
門
家
文
書
。
以
下
、
Ｈ
と
略
記
〕、
永
禄
一
〇
（
一
五
六
七
）
年
三
月
吉
日
、
矢
代

浦
小
成
物
指
出

� 〔 
同
前
文
書
。
以
下
、
Ｉ
と
略
記
〕、
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
五

月
八
日
、
矢
代
浦
代
官
参
物
指
�

 〔
同
前
文
書
。
以
下
、
Ｊ
と
略
記
〕、
年
月
日
未
詳
、

矢
代
浦
諸
納
所
指
出

� 〔
同
前
文
書
。
以
下
、
Ｋ
と
略
記
〕、
年
月
日
未
詳
、
矢
代
浦

両
度
納
注
文

� 〔
同
前
文
書
。
以
下
、
Ｌ
と
略
記
〕
の
五
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一

六
世
紀
の
負
担
史
料
だ
が
、
そ
の
な
か
に
出
て
く
る
「
地
頭
殿
様
」
は
武
田
信
高
・

信
方
ら
を
、「
代
官
殿
」
は
池
田
・
倉
谷
・
森
・
小
嶋
ら
の
う
ち
の
誰
か
を
指
し
た
と

藤
木
久
志
氏
は
推
定
し
て
い

�
こ
れ
ら
の
指
出
類
に
つ
い
て
は
、
藤
木
氏
に
よ
る

詳
細
な
分
析
が
参
考
と
な
る
。

志
積
浦

　

田
烏
湾
の
南
海
岸
に
位
置
し
、
東
は
矢
代
、
西
は
犬
熊
と
接
す
る
。
定
置
網
・
刺

網
に
よ
る
漁
業
が
盛
ん
で
、
可
耕
地
が
乏
し
く
、
海
浜
で
製
塩
が
営
ま
れ
た
点
は
矢

代
と
共
通
し
て
い

�
当
浦
は
山
門
領
で
、
鎌
倉
初
期
に
は
日
吉
山
王
七
社
の
う
ち

の
十
禅
師
宮
と
客
人
宮
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
後
期
に
な
る
と
同
じ
山
門
系
で

も
無
動
寺
領
三
方
寺
の
支
配
下
に
入
り
、
天
台
座
主
・
青
蓮
院
門
跡
の
保
護
で
廻
船

活
動
も
行
っ
て
い

�
一
方
、
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
一
一
月
日
、
若
狭
国
惣
田

数
帳
案
に
み
え
る
「
志
積
田
八
反
三
百
卅
歩
」
は
、
元
亨
年
間
（
一
三
二
一
〜
二

四
）
ご
ろ
の
朱
註
で
は
国
領
で
、
地
頭
職
は
国
衙
の
税
所
分
と
記
さ
れ
て
い

�
主

に
検
討
す
る
史
料
は
、
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
三
月
日
、
志
積
浦
地
頭
分
年
貢
魚

塩
等
注
進
状
〔
安
倍
伊
右
衛
門
家
文
書
。
以
下
、
Ｍ
と
略
記
〕
で
あ

�
安
倍
伊
右
衛

門
家
文
書
の
関
連
史
料
も
参
照
し
て
い
き
た
い
。

（　

）
２６た
。

（　

）
２７出

（　

）
２８案　

 

（　

）
２９出

（　

）
３０案

（　

）
３１案

（　

）
３２る
。

（　

）
３３る
。

（　

）
３４た
。

（　

）
３５る
。

（　

）
３６る
。

２　

負
担
史
料
に
よ
る
生
業
暦
復
元
の
方
法

　

以
上
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
海
村
と
基
本
史
料
を
提
示
し
た
が
、
い
ず
れ
の
史
料

も
領
主
と
の
負
担
関
係
で
作
成
さ
れ
た
帳
簿
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
負
担
史
料
は
各

種
生
業
の
実
施
期
間
を
直
接
語
ら
ず
、
ま
た
負
担
物
は
生
業
資
源
の
一
面
を
示
す
に

す
ぎ
な
い
た
め
、
生
業
暦
を
復
元
し
て
い
く
た
め
に
は
史
料
操
作
と
他
の
資
料
の
参

照
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
で
試
み
る
復
元
の
手
順
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
は
、
生
業
暦
と
接
点
を
も
つ
負
担
慣
行
へ
の
着
目
に
よ
る
分
析
で
あ
る
。
中

世
に
お
い
て
は
海
村
に
限
ら
ず
、
生
業
暦
の
節
目
に
祭
礼
・
行
事
が
行
わ
れ
た
。
生

業
期
間
の
幕
開
け
（
資
源
利
用
の
解
禁
）
を
告
げ
る
口
明
け
神
事
や
、
生
業
期
間
の

終
了
を
意
味
す
る
収
穫
祭
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
中
世
の
領
主
は
こ
の
機
会
を
と
ら

え
て
、
行
事
で
の
捧
げ
物
で
あ
る
初
物
や
収
穫
物
を
貢
納
さ
せ
、
そ
の
反
対
給
付
と

し
て
領
民
に
下
行
物
を
与
え
る
と
い
っ
た
互
酬
的
な
負
担
慣
行
が
広
く
み
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
負
担
慣
行
に
目
を
向
け
れ
ば
、
負
担
物
ご
と
に
そ
の
産
物
の
獲

得
に
関
わ
る
生
業
暦
を
復
元
す
る
こ
と
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、
負
担
物
の
季
節
的
な
動
態
か
ら
生
業
暦
を
読
み
解
く
方
法
で
あ
る
。
負

担
物
の
納
期
は
、
生
業
暦
と
は
異
な
る
要
因
で
決
定
さ
れ
た
場
合
も
あ
り
得
る
。
年

間
を
通
し
て
納
入
が
求
め
ら
れ
る
負
担
物
や
、
資
源
が
乏
し
い
時
期
に
賦
課
さ
れ
た

も
の
、
あ
る
い
は
生
業
実
態
と
は
乖
離
し
名
目
化
し
た
負
担
物
な
ど
が
想
定
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
納
期
に
季
節
性
が
認
め
ら
れ
る
負
担
物
で
、
し
か
も
そ
の

傾
向
が
領
主
の
違
い
を
越
え
て
複
数
の
海
村
に
共
通
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
そ
こ
に
生
業
暦
の
反
映
を
読
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
負
担
物
の
生
業
資
源
と
し
て
の
特
徴
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
納
期
が
ど

う
い
う
生
業
の
季
節
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
厳
密
に
跡
づ
け
て
い
く
た
め

に
は
、
①
負
担
に
用
い
ら
れ
た
産
物
の
形
状
・
性
質
、
②
そ
の
産
物
に
関
わ
る
民
俗

慣
行
、
③
生
業
の
場
の
地
理
的
条
件
、
④
産
物
の
資
源
と
し
て
の
生
態
学
的
特
徴
な

ど
に
関
す
る
知
見
を
参
照
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
①
か
ら
④
に
関
す
る
資
料
や

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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先
行
研
究
の
成
果
も
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
生
業
暦
の
復
元
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
検
討
す
る
負
担
史
料
は
中
世
の
な
か
で
は
時
期
を
限
定
せ
ず
、
一
三

世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
も
の
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
く
。
一
三
世
紀
と
一
六
世
紀
と

で
は
社
会
構
造
が
大
き
く
異
な
り
、
一
律
に
論
じ
る
こ
と
で
捨
象
さ
れ
る
問
題
も
少

な
く
な
い
が
、
中
世
前
期
と
後
期
と
い
っ
た
歴
史
段
階
を
予
め
設
定
す
る
こ
と
で
、

逆
に
生
業
暦
や
生
業
構
造
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
時
間
の
枠
組
み
や
、
そ
の
動
因

が
見
え
に
く
く
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
生
業
の
問
題
を
め

ぐ
る
時
期
区
分
は
、
自
然
条
件
と
結
び
つ
い
て
海
村
ご
と
に
多
様
で
あ
り
、
一
括
し

て
論
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
本
稿
で
は
、
生
業
暦
が
示
す
生
業
構
造
か

ら
中
世
海
村
を
類
型
化
し
、
同
一
海
村
に
お
い
て
も
生
業
構
造
が
変
化
す
る
場
合
は
、

独
自
に
時
期
区
分
を
設
け
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
扱
う
生
業
暦
の
月
日
は
、
中
世
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
和
暦
を
採
用

す
る
た
め
、
現
行
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
と
は
一
ヵ
月
あ
ま
り
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
表
示
す
る
場
合
の
み
「
新
暦
」
と

表
記
し
て
い
く
。

笆
負
担
物
か
ら
み
た
中
世
海
村
の
一
二
ヵ
月

　

本
論
で
は
ま
ず
、
負
担
物
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
海
村
の
産
物
を
納
め
ら
れ
た
月
ご

と
に
検
討
す
る
な
か
で
、
各
月
の
負
担
・
行
事
と
生
業
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
そ
の
際
、
生
業
活
動
を
補
完
す
る
勧
業
機
能
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
領
主

に
よ
る
下
行
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

正
月

　

若
狭
に
は
六
日
年
越
と
い
う
年
越
行
事
が
あ
る
。
現
在
の
六
日
年
越
は
家
の
な
か

で
新
年
を
迎
え
る
行
事
の
よ
う
だ

�
中
世
の
江
良
浦
・
矢
代
浦
に
お
い
て
は
正
月

六
日
は
、
近
隣
の
領
主
の
館
に
刀
祢
・
百
姓
が
そ
ろ
っ
て
年
始
礼
に
出
か
け
る
日
で

（　

）
３７が
、

あ
っ
た
。
年
始
礼
の
場
で
は
両
浦
と
も
、
領
主
・
代
官
と
の
間
で
上
納
と
饗
応
・
下

行
の
互
酬
が
あ
っ
た
〔
Ｃ
・
Ｊ
〕。
河
野
浦
で
も
正
月
六
日
に
人
夫
が
本
所
の
総
社
に

上
納
物
を
届
け
、
饗
応
・
下
行
を
う
け
て
い
る
〔
Ｂ
〕。
な
お
、
矢
代
浦
で
は
、
正

月
一
一
日
に
も
「
地
頭
殿
様
」
へ
の
年
始
礼
が
あ
り
、
や
は
り
上
納
物
と
饗
応
・
引

出
物
と
の
互
酬
が
み
ら
れ
た
〔
Ｋ
〕。
正
月
一
一
日
は
、
藤
木
久
志
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
越
前
山
泉
郷
の
年
始
礼
の
日
で
も
あ
っ

�
矢
代
浦
か
ら
は
正
月
六
日
と
一

四
日
に
年
越
肴
が
別
途
献
上
さ
れ
た
が
〔
Ｊ
〕、
越
前
・
若
狭
の
民
俗
事
例
で
も
年

越
日
は
複
数
あ

�
正
月
六
日
・
一
一
日
・
一
四
日
が
そ
れ
ぞ
れ
年
越
の
行
事
日
と

し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
年
始
礼
で
の
上
納
・
下
行
物
を
浦
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。
江
良
浦
か
ら
は

代
銭
五
〇
〇
文
と
白
米
三
斗
が
上
納
さ
れ
、
領
主
か
ら
二
枚
肴
・
瓶
子
（
酒
）・
一

番
鯖
・
鏡
餅
・
扇
・
飯
・
ま
わ
り
（
魚
菜
）・
樽
（
酒
）
が
饗
応
・
下
行
さ
れ
た

〔
Ｃ
〕。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
江
良
浦
か
ら
は
海
産
物
の
上
納
が
な
く
、
逆
に

領
主
か
ら
魚
物
の
振
舞
・
下
行
を
う
け
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
江
良
浦
の
上
納
物
に

魚
介
・
海
草
類
は
年
間
を
通
し
て
一
切
見
え
ず
、
そ
れ
を
浦
人
自
身
が
望
ん
で
い
な

か
っ
た
こ
と
は
、「
御
肴
之
御
納
所
」
を
「
新
儀
ニ
お
ほ
せ
か
け
ら
れ
候
事
め
い
わ

く
仕
候
」
と
い
う
天
文
六
（
一
五
三
七
）
年
六
月
三
日
の
江
良
浦
百
姓
等
重
申
状
の

文
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
申
状
の
裏
書
に
「
従
天
文
五
年
網
再
興
之

由
申
候
」
と
あ
る
よ
う

�
魚
物
の
賦
課
は
現
地
で
の
網
漁
業
再
興
を
衝
い
た
動
き

で
あ
り
、
中
世
の
江
良
浦
で
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

領
主
と
の
関
係
で
は
漁
業
活
動
の
側
面
を
見
せ
ず
、
逆
に
魚
物
の
振
舞
を
う
け
て
い

る
点
に
、
漁
村
で
は
な
い
浦
と
し
て
の
自
己
主
張
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

矢
代
浦
か
ら
は
、
正
月
六
日
に
黒
米
の
鏡
餅
・
切
餅
・
花
平
餅
・
代
銭
・
瓶
子

（
白
酒
）・
鯖
が
上
納
さ
れ
、
雑
羹
・
七
合
飯
・
ま
わ
り
・
吸
物
の
饗
応
と
紙
・
扇
・

餅
の
引
出
物
と
い
う
お
返
し
が
な
さ
れ
た
〔
Ｊ
〕。
一
一
日
に
は
鯛
一
懇
（
喉
）
と

鮑
一
五
盃
の
上
納
後
、
七
合
食
・
汁
・
ま
わ
り
・
三
献
の
饗
応
が
あ
り
、
紙
・
扇
・

（　

）
３８た
。

（　

）
３９り
、

（　

）
４０に
、
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弓
弦
が
下
行
さ
れ
て
い
る
〔
Ｋ
〕。
正
月
六
日
に
は
年
貢
銭
の
一
部
（
七
〇
〇
文
）

も
納
め
ら
れ
た
。
江
良
浦
の
ば
あ
い
領
主
か
ら
下
さ
れ
る
鯖
が
、
矢
代
浦
で
は
上
納

物
に
含
ま
れ
て
い
る
点
に
ま
ず
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

河
野
浦
の
正
月
六
日
の
上
納
物
は
、
午
王
・
芹
・
薊
・
網
の
鱈
一
番
・
鱈
一
懸
・

小
魚
・
神
馬
筆
・
と
し
柴
・
白
米
・
粟
・
黒
石
で
、
人
夫
は
燗
酒
を
振
る
舞
わ
れ
、

あ
た
た
け
（
鏡
餅
）
と
料
足
（
銭
）
を
下
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
河
野
浦
で
は
正

月
一
八
日
に
も
上
納
と
下
行
が
行
わ
れ
る
が
、
上
納
の
記
載
に
「
む
つ
き
」
と
あ
る

の
で
、
民
俗
例
の
「
睦
月
神

�
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
八
日
の
上
納
物

は
、
大
き
さ
一
番
の
鯛
一
懸
・
鱈
一
懸
・
大
き
さ
一
番
の
鮑
七
盃
・
樽
銭
で
、
曲

桶
・
扇
・
大
滝
冊
子
が
引
出
物
と
し
て
渡
さ
れ
た
〔
Ｂ
〕。
居
倉
浦
で
も
日
は
未
詳

だ
が
正
月
に
刀
祢
百
姓
が
そ
ろ
っ
て
領
主
の
館
に
行
く
慣
行
が
あ
り
、
鏡
餅
・
串

柿
・
小
餅
を
持
参
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
睦
月
の
料
足
を
上
納
す
る
こ
と
も
行

わ
れ
、
料
足
の
一
部
と
冊
子
が
刀
祢
に
下
行
さ
れ
た
〔
Ａ
〕。

　

年
始
礼
を
中
心
に
正
月
の
上
納
・
下
行
物
を
一
覧
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は
、

銭
、
米
・
粟
・
餅
、
酒
、
野
菜
・
果
実
、
海
産
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
矢
代
浦
の
指
出

が
「
正
月
為
御
祝
儀
参
物
之
事
」
と
記
す
と
お
り
〔
Ｈ
〕、
い
ず
れ
の
品
に
も
祝
儀

性
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
河
野
浦
の
樽
銭
は
、
祝
儀
に
酒
代
と
し
て
包
む
樽
代
に
通

じ
る
。
汲
部
・
多
烏
両
浦
で
は
地
頭
方
の
公
事
に
「
正
月
御
祝
分　

代
五
百
文
」
が

み
え

�
江
良
と
河
野
の
白
米
は
精
白
し
た
米
で
ハ
レ
の
食
物
で
あ
る
。
矢
代
浦
の

鏡
餅
は
黒
米
製
だ
が
、
藤
木
氏
は
神
事
用
の
黒
米
と
み
て
い

�
鏡
餅
な
ど
の
餅
と

串
柿
は
供
物
で
正
月
を
飾
る
。
矢
代
浦
の
刀
祢
・
百
姓
に
振
舞
わ
れ
る
七
合
飯
は
、

越
前
の
報
恩
講
で
一
膳
に
四
合
飯
な
ど
が
高
盛
り
さ
れ
る
「
高
ま
ま
」
を
彷
彿
と
さ

せ

�
矢
代
浦
の
白
酒
は
、
現
在
雛
祭
り
に
供
え
る
甘
味
酒
と
同
じ
か
未
詳
。
河
野

浦
の
芹
は
春
の
若
菜
で
七
草
の
筆
頭
。
薊
は
通
常
七
草
に
は
数
え
ら
れ
な
い
が
、
河

野
か
ら
は
芹
と
セ
ッ
ト
で
納
め
ら
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
若
菜
の
進
上
を
意
味
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
正
月
七
日
に
七
草
粥
を
食
べ
る
習
慣
は
若
狭
の
民
俗
例
で
確
認
で
き

�

（　

）
４１事
」

（　

）
４２る
。

（　

）
４３る
。

（　

）
４４る
。

（　

）
４５る
。

　

し
か
し
、
中
世
に
浦
々
か
ら
上
納
さ
れ
た
若
菜
の
中
心
は
海
産
物
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
年
未
詳
正
月
二
五
日
の
丹
生
浦
若
菜
注
文
の
内
容
は
、
鯛
一
懸
半
と
海

苔
七
丸
半
で
あ
り
、
勝
魚
（
鰹
）
一
五
連
も
あ
わ
せ
て
進
上
さ
れ
て
い

�
こ
の
場

合
の
若
菜
は
、
新
春
に
萌
え
出
る
草
な
ら
ぬ
初
魚
菜
と
な
る
が
、
こ
こ
で
鯛
の

「
懸
」
と
い
う
助
数
詞
に
目
を
留
め
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
懸
鯛
と
い
う
形
で
納
め

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
若
狭
の
小
浜
あ
た
り
で
は
正
月
に
掛
鯛
（
懸
鯛
）
を
飾

る
風
習
が
残
る
。「
二
尾
の
小
鯛
を
そ
れ
ぞ
れ
鰓
か
ら
口
に
縄
を
通
し
て
む
す
び
、

神
棚
の
前
に
腹
合
せ
に
し
て
吊
り
、
そ
の
ま
ま
次
の
正
月
ま
で
置
く
」
と
い

�
こ

の
懸
鯛
は
河
野
浦
の
正
月
一
八
日
の
上
納
物
に
も
見
え
る
が
、
一
緒
に
納
め
ら
れ
た

懸
鱈
も
同
様
に
正
月
の
飾
り
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

�
や
は
り
河
野
か
ら
正
月

六
日
に
上
納
さ
れ
た
懸
鱈
に
は
、
網
の
鱈
一
番
が
充
て
ら
れ
て
い
た
〔
Ｂ
〕。
こ
の

一
番
は
大
き
さ
を
指
す
が
、
正
月
に
上
納
さ
れ
る
魚
介
類
に
は
他
に
も
一
番
鯖
、
一

番
鮑
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
正
月
用
の
海
産
物
も
ま
た
、
新
年

の
初
物
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
品
種
（
鯛
・
鱈
・
鰹
・
鮑
・
海
苔
）、
形
状
（
懸
魚
）、

大
き
さ
（
一
番
）
が
留
意
さ
れ
、
祝
儀
物
に
ふ
さ
わ
し
い
品
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

な
お
正
月
は
、
毎
月
上
納
さ
れ
る
負
担
が
開
始
さ
れ
る
月
で
も
あ
っ
た
。
矢
代
浦

で
は
、
正
月
よ
り
毎
月
朔
日
ご
と
に
二
〇
文
換
算
の
海
産
物
を
納
入
す
る
朔
日
肴
の

制
度
が
み
ら
れ
た
〔
Ｋ
〕。
汲
部
・
多
烏
両
浦
の
地
頭
方
年
貢
に
は
「
月
別
十
二
ヶ

月
分
」
の
代
銭
と
い
う
税
目
が
設
け
ら
れ
た

�
多
烏
浦
預
所
方
の
年
貢
で
は
「
月

別
菜
代
用
途
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

�
こ
れ
ら
の
銭
納
は
月
々
納
入
さ
れ

る
海
産
物
が
代
銭
納
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
河
野
浦
で
は
正

月
よ
り
一
一
月
ま
で
の
一
一
ヶ
度
、
塩
・
袖
め
（
和
布
）・
小
魚
・
つ
く
も
が
納
め
ら

れ
る
定
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
浦
で
は
正
月
・
三
月
・
四
月
・
五
月
・
七
月
・
一

一
月
の
神
事
の
参
物
も
、
小
魚
、
山
芋
、
野
老
、
塩
、
油
、
袖
め
の
六
品
が
指
定
さ

れ
て
い
る
〔
Ｂ
〕。
こ
れ
ら
は
河
野
浦
で
ほ
ぼ
周
年
、
調
達
で
き
る
産
物
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
二
月
は
上
納
が
課
せ
ら
れ
な
い
点
に
注
意
し

（　

）
４６る
。

（　

）
４７う
。

（　

）
４８る
。

（　

）
４９が
、

（　

）
５０も
、
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た
い
。
こ
の
一
ヵ
月
だ
け
は
、
製
塩
に
お
け
る
休
浜
、
磯
海
で
の
操
業
禁
止
の
期
間

で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

二
月

　

二
月
か
ら
始
ま
る
毎
月
の
負
担
も
み
ら
れ
る
。
江
良
浦
で
は
棒
柴
が
二
月
よ
り
一

一
月
ま
で
、
毎
月
六
〇
束
ず
つ
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
二
月
に
始
ま
る
の
は
こ
の
月
が

柴
入
初
め
だ
か
ら
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
領
主
か
ら
代
銭
一
八
文
が
下
行
さ
れ
る

〔
Ｃ
〕。
柴
入
が
柴
山
入
り
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
藤
木
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
山

の
口
明
け
（
山
仕
事
始
め
）
の
祝
い
に
領
主
が
浦
に
下
す
「
春
山
の
勧
農
料
」
と
い

う
こ
と
に
な
ろ

�
柴
は
低
木
類
を
指
す
語
で
、
そ
の
木
の
葉
や
新
芽
は
田
に
敷
き

込
む
肥
料
（
刈
敷
）
と
し
て
、
ま
た
厩
肥
・
堆
肥
の
原
料
と
し
て
も
草
肥
農
業
に
は

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ

�
柴
山
入
り
が
二
月
で
棒
柴
の
負
担
が
一
一
月
で
終
了

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
二
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
柴
山
は
留
山
（
一
般
利
用
は
制

限
）
に
し
て
、
資
源
の
更
新
が
図
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

居
倉
浦
か
ら
は
二
月
よ
り
一
一
月
ま
で
毎
月
、
塩
七
升
と
月
の
菜
二
八
と
が
上
納

さ
れ
た
〔
Ａ
〕。
居
倉
に
お
け
る
二
月
に
始
ま
る
負
担
も
、
製
塩
と
「
月
の
菜
」
採

集
の
期
間
に
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
月
の
菜
」
は
、
地
先
の
磯

海
で
の
漁
撈
に
よ
る
海
産
物
が
中
心
と
推
測
さ
れ
る
。
居
倉
の
正
月
の
負
担
に
海
産

物
が
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
当
浦
で
は
二
月
が
磯
海
の
口
明
け
（
解
禁
）
で
、

「
月
の
菜
」
の
負
担
が
終
わ
る
一
一
月
ま
で
磯
海
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と

考
え
て
お
き
た
い
。

　

江
良
浦
で
は
二
月
に
麻
蒔
き
の
酒
手
が
領
主
よ
り
下
さ
れ
る
〔
Ｃ
〕。
こ
れ
も

「
麻
蒔
き
初
め
」
の
祝
い
で
、
七
月
に
と
れ
る
麻
畠
の
地
子
に
対
応
す
る
「
春
畠
の

勧
農
」
と
す
る
藤
木
氏
の
見
解
に
従
い
た

�
江
良
で
の
麻
栽
培
期
間
は
、
二
月
か

ら
七
月
ま
で
と
な
る
。

（　

）
５１う
。

（　

）
５２た
。

（　

）
５３い
。

三
月

　

江
良
浦
に
お
け
る
製
塩
は
三
月
に
開
始
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
、
三
月
一
五
日
（
本
所
分
は
三
月
二
日
）
に
浜
地
子
銭
（
塩
年
貢
）
が
賦
課
さ
れ

る
か
ら
で
、
も
う
一
度
浜
地
子
銭
が
課
さ
れ
る
八
月
朔
日
（
本
所
分
は
八
月
四
日
）

が
塩
焼
の
終
期
に
あ
た
る
と
い

�
こ
の
見
解
も
妥
当
と
考
え
る
が
、
先
の
検
討
と

照
ら
し
て
み
る
と
、
断
定
は
で
き
な
い
が
河
野
浦
・
居
倉
浦
・
江
良
浦
で
製
塩
の
開

始
時
期
が
一
ヵ
月
ず
つ
ず
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
製
塩
は
基
本
的
に
は
周
年
の
操

業
が
可
能
だ
が
、
日
照
時
間
に
左
右
さ
れ
夏
か
ら
秋
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
わ
れ

て
い

�
と
す
る
と
、
江
良
浦
で
の
製
塩
が
最
も
時
間
集
約
的
と
な
る
が
、
海
村
に

よ
る
製
塩
期
間
の
違
い
は
、
海
村
の
生
業
構
成
や
塩
浜
を
は
じ
め
と
す
る
製
塩
条
件
、

領
主
の
政
策
な
ど
複
数
の
要
因
が
作
用
し
た
結
果
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

江
良
浦
の
三
月
は
「
入
草
初
め
」
の
季
節
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
藤

木
氏
の
説
明
に
加
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
つ
ぎ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　

入
草
と
い
う
の
は
、
田
植
え
前
の
田
に
、
山
野
の
草
を
刈
り
敷
く
こ
と
で
、
毎

　
　

年
三
月
三
日
か
ら
一
ヵ
月
か
け
て
入
草
を
し
、
草
が
生
育
不
良
の
年
は
代
わ
り

　
　

に
「
は
ら
」
＝
稲
藁
を
入
れ
た
。
そ
の
「
入
草
初
め
」
に
も
領
主
は
酒
手
一
二

　
　

文
を
下
行
す
る
。
こ
れ
は
「
春
田
の
勧
農
」
で
あ
�

　

江
良
浦
で
入
草
が
始
ま
る
三
月
三
日
、
矢
代
浦
か
ら
領
主
に
は
「
節
供
の
肴
」
が

届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
五
月
と
九
月
の
節
供
に
も
共
通
の
上
納
で
、
二
〇
文
相
当
の

海
産
物
が
そ
の
都
度
選
ば
れ
て
い
る
〔
Ｊ
〕。
そ
の
他
、
矢
代
に
は
節
分
肴
も
あ
り

〔
Ｋ
〕、
年
越
肴
・
朔
日
肴
を
含
め
、
節
料
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
海
産
物
の
上
納
制

度
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

三
月
八
日
は
若
狭
国
耳
西
郷
の
鎮
守
で
あ
る
宇
波
西
神
社
の
祭
礼
が
あ
り
、
そ
れ

に
先
立
ち
郷
内
の
村
や
浦
で
口
明
け
神
事
が
行
わ
れ
た
。
三
月
六
日
に
早
瀬
浦
・
日

向
浦
・
く
る
み
浦
で
口
明
け
が
あ
り
、
早
瀬
と
日
向
は
そ
れ
ぞ
れ
金
頭
・
紙
・
白
米

を
、
く
る
み
は
目
八
・
紙
・
白
米
を
奉
納
し
て
い
�

金
頭
は
ホ
ウ
ボ
ウ
科
の
魚
で
、

目
八
は
カ
サ
ゴ
科
の
メ
バ
ル
を
指
す
。
宇
波
西
神
社
の
口
明
け
神
事
で
魚
を
奉
納
す

（　

）
５４う
。

（　

）
５５る
。

（　

）
５６る
。

（　

）
５７る
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月



59

る
の
は
、
あ
と
は
水
月
湖
西
岸
に
位
置
し
湖
で
の
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
海
山
村
（
供
物
は
「
な
ま
す
」）
だ
け
で
あ
っ
た
。
魚
の
奉
納
は
、
漁
村
と
し
て

の
立
場
を
示
す
象
徴
的
な
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

�
な
お
、
現
在
宇
波
西
神

社
の
祭
礼
は
新
暦
の
四
月
八
日
に
行
わ
れ
る
が
、
ワ
カ
メ
は
こ
の
と
き
の
御
菜
（
神

饌
）
に
す
る
の
で
、
こ
の
日
ま
で
は
採
集
が
禁
止
さ
れ
、
翌
日
か
ら
ワ
カ
メ
取
り
が

始
ま
る
と
い

�
中
世
に
神
饌
と
さ
れ
た
金
頭
と
目
八
も
当
地
で
は
祭
礼
ま
で
禁
漁

で
、
そ
の
後
解
禁
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
ワ
カ
メ
取
り
の
シ
ー
ズ
ン
は
現
在
の
若
狭
湾
で
は
新
暦
の
四
月
か
ら

六
月
（
旧
暦
で
お
よ
そ
三
月
か
ら
五
月
）
と
さ
れ
る

�
中
世
の
越
前
・
若
狭
の
記

録
で
は
、
大
谷
浦
・
干
飯
浦
・
玉
河
浦
が
そ
れ
ぞ
れ
気
比
社
に
「
若
和
布
」
を
進
上

し
た
三
月
が
季
節
的
に
は
最
も
早
�

四
月

　

四
月
に
は
矢
代
浦
か
ら
ま
と
ま
っ
た
産
物
が
納
め
ら
れ
る
。
米
、
塩
、
代
銭
、

束 
和
布

     

を
内
容
と
す
る
「
成
物
」
で
、
一
〇
月
の
成
物
と
内
容
的
に
も
対
を
な
し
て

た

ば

ね

め

い
る
（
Ｉ
）。
と
い
う
の
も
、
一
〇
月
の
成
物
に
も
米
、
塩
、
代
銭
は
選
ば
れ
て
お

り
、
束
和
布
が
四
月
の
季
節
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
束
和
布
は
、
ワ

カ
メ
を
そ
の
ま
ま
束
に
し
た
も
の
で
、
居
倉
浦
の
四
月
の
負
担
に
も
見
え
る
〔
Ａ
〕。

あ
と
で
見
る
よ
う
に
、
ワ
カ
メ
の
納
期
は
四
月
か
ら
六
月
の
三
ヵ
月
間
に
集
中
し
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
四
月
は
ワ
カ
メ
収
穫
開
始
の
季
節
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ワ
カ

メ
を
取
る
季
節
は
一
年
の
四
分
の
一
程
度
だ
が
、
鎌
倉
時
代
の
末
に
御
賀
尾
浦
百
姓

等
が
「
不
限
当
浦
、
以 
和
布 
・
塩
・
鮨
桶
等
、
令
備
進
者
先
例
也
」
と
訴
え
た
よ
う

わ

か

め

�

収
益
性
が
高
い
網
場
漁
業
が
主
軸
で
な
い
海
村
に
と
っ
て
、
ワ
カ
メ
の
採
集
は

ま
さ
に
上
半
期
の
基
幹
生
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ワ
カ
メ
が
重
視
さ
れ
た
の

は
、
宮
下
章
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
海
草
の
中
で
最
も
手
軽
に
食
べ
ら
れ
、
交
換

価
値
も
か
な
り
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
�

  
一
方
、
網
場
漁
業
が
発
達
し
た
海
村
に
お
い
て
、
同
じ
季
節
を
彩
る
風
物
詩
と
い

（　

）
５８る
。

（　

）
５９う
。

（　

）
６０が
、

（　

）
６１い
。

（　

）
６２に
、

（　

）
６３う
。

え
ば
飛
魚
の
漁
獲
で
あ
っ
た
。
飛
魚
の
納
期
も
四
月
か
ら
六
月
に
集
中
し
て
い
る
。

河
野
浦
に
あ
っ
た
四
ヵ
所
の
飛
魚
網
場
か
ら
は
、
四
月
と
五
月
に
飛
魚
の
干
物
が
、

本
所
の
総
社
に
直
接
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
〔
Ｂ
〕。
元
弘
二
（
一
三
三
二
）

年
一
〇
月
日
、
汲
部
・
多
烏
両
浦
年
貢
銭
注
文
に
は
「
飛
魚
網
地　

御
年
貢
魚
弐
千

喉
、
代
銭
壱
貫
文
」
の
記
載
が
あ
る

�
網
場
に
年
貢
が
課
さ
れ
た
の
は
こ
の
両
浦

で
も
飛
魚
網
場
だ
け
で
あ
り
、
収
益
の
安
定
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
月

　

五
月
五
日
の
端
午
の
節
供
に
は
、
矢
代
浦
か
ら
二
〇
文
相
当
の
肴
（
海
産
物
）
が

納
め
ら
れ
た
〔
Ｊ
〕。
同
じ
日
、
鎌
倉
末
期
の
御
賀
尾
浦
で
は
当
地
に
勧
請
さ
れ
た

諏
訪
社
で
五
月
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
神
前
に
は
御
贄
魚
が
供
え
ら
れ

�

御
贄
の
魚
の
漁
獲
は
御
贄
狩
と
呼
ば
れ
る
神
事
で
、
そ
の
期
間
と
空
間
で
は
一
般
の

漁
獲
が
禁
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
御
贄
狩
に
は
御
賀
尾
浦
の
刀
祢
・
百
姓

等
も
参
加
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
に
も
贄
人
と
し
て
の
資
格
が
賦
与
さ

れ
、
自
ら
の
漁
業
権
を
正
当
化
す
る
根
拠
に
も
用
い
た
と
推
察
さ
れ
�

  
五
月
は
複
数
の
浦
で
ま
と
ま
っ
た
負
担
が
確
認
で
き
る
。
手
浦
は
五
月
分
の
公
事

と
し
て
領
主
の
気
比
社
に
め
（
和
布
ヵ
）・
塩
・
松
明
・
た
う
さ
き
（
褌
ヵ
）
布
を
、

気
比
社
政
所
執
当
の
五
月
分
公
事
と
し
て
は
、
折
敷
物
と
神
祭
の
桶
を
納
め
て
い

�

同
じ
く
気
比
社
領
の
大
谷
浦
・
干
飯
浦
・
玉
河
浦
か
ら
は
、
和
布
と
丸
塩
が
そ

れ
ぞ
れ
五
月
に
進
め
ら
れ

�
ま
た
、
河
野
浦
の
五
月
四
日
の
納
所
に
は
、
束
和

布
・
犬
の
く
ひ
と
り
・
水
蕗
（
ヵ
）・
茗
荷
・
あ
つ
き
の
花
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

〔
Ｂ
〕。
応
安
七
（
一
三
七
四
）
年
五
月
一
〇
日
、
多
烏
浦
年
貢
等
注
文
に
は
、
帖
和

布
越
賃
（
ヵ
）・
菜
の
物
の
料
足
・
塩
・
め
・
雑
魚
が
な
ら
�

以
上
、
意
味
が
と
れ

な
い
品
名
も
少
な
く
な
い
が
、
全
て
の
浦
で
ワ
カ
メ
が
認
め
ら
れ
、
つ
い
で
塩
が
多

い
こ
と
は
指
摘
で
き
そ
う
だ
。

（　

）
６４が
、

（　

）
６５た
。

（　

）
６６る
。

（　

）
６７る
。

（　

）
６８た
。

（　

）
６９ぶ
。
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六
月

　

六
月
は
上
半
期
の
区
切
り
と
な
る
収
納
の
季
節
で
あ
る
。
多
烏
浦
領
家
方
年
貢
は
、

六
月
中
に
納
め
る
夏
年
貢
と
一
一
月
中
に
納
め
る
秋
年
貢
と
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。

夏
年
貢
の
品
目
は
、
現
物
納
が
（
帖
）
和
布
・
雑
魚
・
小
和
布
で
、
銭
納
が
こ
し
ち

ん
・
甘
鮨
代
・
干
鯛
代
・
鮑
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
和
布
一
六
帖
に
つ
い
て
は
、

「
但
和
布
不
生
之
時
者
、
損
亡
ヲ
申
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
〔
Ｆ
〕。
ワ
カ
メ
の
生

育
に
は
年
に
よ
り
変
化
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
浦
百
姓
の
要
求
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

丹
生
浦
が
京
都
の
領
主
鴨
社
に
送
進
し
た
年
貢
も
ま
た
、
六
月
の
夏
成
と
一
一
月

の
秋
成
に
季
節
を
分
け
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
夏
成
の
品
目
は
、
広
和
布
・
心

太
・
布
海
苔
と
い
っ
た
海
草
類
、
飛
魚
・
盆
供
の
魚
・
あ
ち
や
き
れ
（
鮪
）・
大
網
年

貢
（
得
分
）
な
ど
の
魚
類
と
夏
成
銭
（
浦
手
代
）
か
ら
構
成
さ
れ

�
広
和
布
に
つ

い
て
は
、
寛
正
六
（
一
四
六
五
）
年
に
鴨
社
か
ら
近
年
狭
く
短
い
と
ク
レ
ー
ム
が
つ

き
、
善
処
す
る
と
刀
祢
・
百
姓
は
述
べ
て
い
る
の
で
〔
Ｄ
〕、
ワ
カ
メ
を
広
く
長
く

伸
ば
し
た
も
の
が
広
和
布
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
頻
出
す
る
帖
和
布
は
板
状
に

し
た
ワ
カ
メ
を
あ
る
大
き
さ
に
切
断
し
た
も
の
を
指
す

�
前
述
の
束
和
布
や
後
で

見
る
二
枚
和
布
・
重
和
布
な
ど
、
ワ
カ
メ
は
用
途
に
応
じ
た
形
状
が
領
主
よ
り
指
定

さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
ワ
カ
メ
の
用
途
は
広
か
っ
た
こ
と
に
も
な
る
。
心
太
は

ト
コ
ロ
テ
ン
の
古
語
だ
が
、
丸
を
単
位
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
材
料
の
テ
ン

グ
サ
を
指
す
か
。
テ
ン
グ
サ
は
若
狭
で
は
現
在
、
新
暦
の
五
月
と
七
月
（
旧
暦
の
四

月
と
六
月
頃
）
が
採
取
期
と
な
っ
て
お
り
時
期
は
一
致
し
て
い

�
布
海
苔
は
食
用

で
は
な
く
、
煮
汁
に
し
て
糊
と
し
て
使
わ
れ

�
盆
供
の
魚
は
盂
蘭
盆
会
の
供
物
な

の
で
七
月
の
項
に
譲
り
た
い
。
大
網
年
貢
は
鮪
の
み
が
き
（
頭
と
尾
を
と
り
去
っ
た

身
欠
け
か
）
と
一
応
決
ま
っ
て
い
た
が
〔
Ｄ
〕、
そ
の
年
の
漁
次
第
で
は
鯖
や
鰆
そ

の
他
、
大
網
で
獲
れ
る
と
り
ど
り
の
魚
で
良
い
と
夏
成
半
分
注
文
に
記
し
て
い

�

大
網
は
夏
に
敷
設
さ
れ
る
建
切
網
漁
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
漁
法
は
魚
群
の

来
襲
と
と
も
に
開
始
さ
れ
る
の
で
、
目
的
魚
種
や
漁
獲
量
に
変
動
が
あ
り
、
こ
の
よ

（　

）
７０る
。

（　

）
７１が
、

（　

）
７２る
。

（　

）
７３る
。

（　

）
７４る
。

う
な
取
り
決
め
が
領
主
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
�

　

矢
代
浦
で
も
六
月
は
、
一
一
月
と
な
ら
ぶ
「
納
物
」
の
季
節
で
あ
っ
た
。
品
目
は

米
・
塩
・
代
銭
・
桶
に
な
つ
し
物
（
塩
辛
桶
）・
飯
匙
・
重
和
布
・
干
あ
ご
（
飛
魚
）

で
（
Ｋ
・
Ｌ
）、
米
・
塩
・
代
銭
は
一
一
月
の
「
納
物
」、
四
月
・
一
〇
月
の
「
成

物
」
の
全
て
に
共
通
す
る
の
で
、
そ
れ
以
外
を
み
て
お
き
た
い
。
な
つ
し
物 
は
醢
か 

な
つ
し
も
の

ら
き
た
言
葉
で
、
塩
辛
類
を
い

�
現
在
の
若
狭
湾
で
は
、
鯖
や
鰯
を
塩
漬
に
す
る

と
き
、
と
り
除
い
た
頭
や
は
ら
わ
た
な
ど
の
あ
ら
が
か
な
り
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を

利
用
し
て
塩
辛
を
つ
く
る
と
い

�
当
時
も
魚
の
あ
ら
を
再
利
用
し
た
調
理
法
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
六
月
納
物
に
用
い
ら
れ
る
桶
は
寸
法
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。

飯
匙
は
、
飯
を
器
物
に
移
し
盛
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
ワ
カ
メ
と
飛
魚
は
、
四
月

か
ら
六
月
の
夏
季
を
代
表
す
る
海
村
の
産
物
だ
が
、
重
ね
や
干
物
と
い
っ
た
形
態
に
、

矢
代
の
「
納
物
」
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
月
に
は
矢
代
か
ら
「
参
物
」

も
納
め
ら
れ
た
。「
参
物
」
の
納
期
は
ほ
か
に
正
月
と
節
季
（
一
二
月
）
で
、
祝
儀

性
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
実
際
、
刀
祢
と
百
姓
は
六
月
吉
日
に
地
頭
の
館
に

「
参
物
」
を
持
参
し
、
正
月
と
同
様
の
饗
応
を
う
け
る
慣
わ
し
で
あ
っ
た
〔
Ｋ
〕。

六
月
参
物
の
内
容
は
、
二
枚
和
布
・
飛
魚
五
〇
〇
枚
・
な
し
物
・
井
貝
で
〔
Ｈ
〕、

六
月
納
物
と
品
種
は
重
複
す
る
が
、
ワ
カ
メ
と
飛
魚
の
形
態
（
二
枚
、 
生
物 
）
に
祝

な
ま
も
の

儀
性
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
納
物
に
な
い
井
貝
は
、
二
枚
貝
で
あ

る
貽
貝
を
指
す
。
若
狭
の
貽
貝
は
古
く
は
、
遠
敷
郡
の
御
贄
と
し
て
古
代
の
木
簡
に

そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
�

　

と
こ
ろ
で
、
六
月
に
ま
と
ま
っ
た
収
納
が
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
浦
に
共
通
す
る
負

担
物
は
ワ
カ
メ
や
飛
魚
だ
け
で
、
そ
の
他
は
浦
ご
と
に
特
色
の
あ
る
海
産
物
が
納
め

ら
れ
て
い
る
。
負
担
物
の
違
い
は
海
村
の
産
物
の
相
違
を
示
す
と
と
も
に
、
領
主
が

求
め
る
品
目
の
違
い
も
映
し
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
丹
生
浦
の
領
主
は
、
大
網

年
貢
に
鮪
の
み
が
き
を
指
定
し
、
狭
く
短
い
広
和
布
に
は
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
て
い
る

〔
Ｄ
〕。
矢
代
浦
の
領
主
は
、
な
つ
し
物
を
「
た
て
横
六
寸
之
桶
弐
ツ
」
に
入
れ
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
〔
Ｋ
〕。
ま
た
、
気
比
社
は
六
月
に
大
谷
・
干
飯
・
玉
河
の
各
浦

（　

）
７５う
。

（　

）
７６う
。

（　

）
７７う
。

（　

）
７８る
。
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に
対
し
て
櫃
に
納
め
た
魚
を
進
上
さ
せ
て
い

�
こ
う
し
た
細
か
な
注
文
か
ら
う
か

が
え
る
の
は
、〈
消
費
者
と
し
て
の
領
主
〉
の
姿
で
あ
ろ
う
。
領
主
側
は
神
供
・
行

事
・
贈
答
・
自
己
消
費
な
ど
特
定
の
用
途
に
応
じ
た
品
目
と
形
態
を
季
節
ご
と
に
指

定
し
、
そ
れ
に
海
村
側
も
逐
一
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

七
月

　

七
月
に
入
る
と
一
五
日
を
中
心
に
盂
蘭
盆
会
が
催
さ
れ
る
。
盂
蘭
盆
は
祖
霊
崇
拝

の
行
事
で
あ
る
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
夏
畠
の
収
穫
祭
と
し
て
の
性
格

を
も
っ
て
い

�
江
良
浦
の
七
月
の
負
担
に
は
、
根
芋
・
大
角
豆
・
長
柄
杓
が
み
え

る
が
、
い
ず
れ
も
盂
蘭
盆
会
に
納
め
ら
れ
る
収
穫
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
江

良
で
は
七
月
に
麻
畠
地
子
銭
も
納
入
さ
れ
た
〔
Ｃ
〕。
藤
木
氏
は
「
こ
の
こ
ろ
に
大

麻
を
刈
り
取
っ
て
皮
を
は
ぎ
、
そ
の
茎
で
お
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
を
た
く
」
民
俗

例
を
紹
介
し
て
い

�
た
だ
し
、
夏
畠
で
も
作
物
に
よ
っ
て
収
穫
期
に
は
ず
れ
が
あ

り
、
同
じ
く
江
良
で
は
、
麦
年
貢
と
桑
代
畠
地
子
銭
は
六
月
朔
日
に
、
里
芋
と
枝
豆

は
八
月
一
五
日
に
納
め
ら
れ
て
い
る
〔
Ｃ
〕。
六
月
初
旬
は
麦
秋
に
あ
た
り
、
養
蚕

で
は
春
蚕
が
繭
に
な
る
半
夏
生
（
夏
至
か
ら
数
え
て
一
一
日
目
）
の
時
期
に
相
当
す

�

御
賀
尾
浦
の
場
合
、
桑
代
銭
の
納
入
は
七
月
だ
が
、
こ
れ
は
夏
蚕
の
繭
が
と
れ

る
時
期
に
あ
わ
せ
た
負
担
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

�
里
芋
と
枝
豆
は
、「
畑
作
の

収
穫
祭
り
の
中
秋
十
五
夜
に
献
げ
ら
れ
る
、
畑
の
初
物
の
御
供
」
と
藤
木
氏
が
指
摘

し
て
い
�

　

盂
蘭
盆
会
は
一
般
に
仏
事
と
と
ら
え
ら
れ
、
生
臭
物
は
供
え
物
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
魚
類
も
含
め
た
海
産
物
が
「
盆
供
」
と
し
て
納
め

ら
れ
た
。
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
の
志
積
浦
地
頭
方
負
担
に
盆
供
の
妙
戸
魚
三
〇

指
・
海
松
・
心
太
が
み
え
〔
Ｍ
〕、
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
に
は
御
賀
尾
浦
か

ら
七
月
一
一
日
に
盆
鯖
と
し
て
干
鯖
二
〇
指
が
、
守
護
被
官
の
内
藤
宗
長
に
届
け
ら

れ
て
い

�
こ
の
う
ち
志
積
の
妙
戸
魚
と
御
賀
尾
の
盆
鯖
は
助
数
詞
が
「
指
」
で
あ

り
、
と
も
に
刺
鯖
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
田
村
勇
氏
に
よ
る
と
、
刺
鯖
と
は
「
サ

（　

）
７９る
。

（　

）
８０た
。

（　

）
８１る
。

（　

）
８２る
。

（　

）
８３る
。

（　

）
８４る
。

（　

）
８５る
。

バ
を
背
開
き
に
し
て
塩
干
し
に
し
た
も
の
を
二
匹
ず
つ
刺
し
合
わ
せ
た
も
の
」
で
、

越
前
産
の
刺
鯖
は
め
う
と
（
夫
婦
）
魚
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い

�
納
入
月
は
一
ヵ

月
早
い
が
、
丹
生
浦
の
盆
供
の
魚
に
も
刺
鯖
が
認
め
ら
れ
〔
Ｄ
〕、
盂
蘭
盆
に
刺
鯖

を
供
え
る
こ
と
は
中
世
の
若
狭
湾
に
共
通
す
る
慣
行
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
盆
や
正
月

に
健
康
で
い
る
両
親
や
親
方
に
刺
鯖
を
贈
る
習
慣
は
現
在
で
も
関
西
地
方
で
み
ら
れ

る
が
、
坪
井
洋
文
氏
は
こ
の
習
俗
を
生
飯
（
さ
ば
）
の
贈
答
の
転
化
と
説
明
し
て
い

る
。
生
飯
は
衆
生
の
飯
米
の
意
で
、
餓
鬼
や
鬼
子
母
神
に
供
え
る
た
め
少
量
取
り
分

け
た
飯
を
い

�
盆
供
に
鯖
が
選
ば
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
そ
う
し
た
語
の
連
想
が

あ
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
が
、
脚
気
や
眼
病
な
ど
に
対
す
る
薬
効
も
あ
る
鯖
が
、

「
飢
え
と
疫
病
」
の
季
節
で
あ
る
夏
を
生
き
抜
く
た
め
の
食
品
と
し
て
選
択
さ
れ
た

と
い
う
背
景
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

�
も
っ
と
も
、
盆
供
の
魚
に
は

鯖
以
外
も
用
い
ら
れ
た
。
丹
生
浦
の
盆
供
に
は
小
鯵
〔
Ｄ
〕
と
飛
魚
が
み
え
る
し
、

御
賀
尾
浦
地
頭
年
貢
の
七
月
納
の
め
う
と
魚
は
刺
鯵
で
あ
っ
た
〔
Ｅ
〕。

　

ち
な
み
に
、
河
野
浦
で
は
七
月
七
日
に
、
大
き
さ
一
番
鯖
の
め
う
と
魚
一
二
と
心

太
の
草
二
升
が
納
入
さ
れ
た
〔
Ｂ
〕。
志
積
の
盆
供
と
同
じ
品
目
が
、
河
野
で
は
七

夕
の
行
事
で
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
福
井
県
で
は
七
日
盆
と

い
っ
て
、
七
日
を
盆
の
は
じ
ま
り
と
す
る
民
俗
例
が
あ
る
の

�
盂
蘭
盆
の
開
始
日

に
あ
わ
せ
た
供
物
と
解
釈
す
べ
き
か
、
断
定
で
き
な
い
。

　

鎌
倉
末
期
の
御
賀
尾
浦
で
は
、
七
月
二
七
日
に
当
地
の
諏
訪
社
で
御
射
山
祭
が
開

催
さ
れ

�
こ
の
祭
礼
で
は
、
前
述
の
五
月
会
と
同
様
の
御
贄
狩
神
事
が
行
わ
れ
、

採
取
さ
れ
た
御
贄
の
干
魚
は
、
三
、
四
年
に
一
度
信
濃
の
諏
訪
本
社
に
送
進
す
る
決

ま
り
に
な
っ
て
い
�

こ
の
干
魚
に
は
鯛
が
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
�

八
月

　

八
朔
の
行
事
が
行
わ
れ
る
八
月
一
日
は
、
江
良
浦
で
は
浜
の
地
子
銭
（
塩
年
貢
）

の
最
後
の
納
期
で
あ
っ
た
（
本
所
分
は
八
月
四

� 。   
藤
木
氏
は
、
こ
の
時
期
に
同

浦
で
の
製
塩
は
終
了
す
る
と
推
測
し
て
い

�
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
河
野
浦
と
居

（　

）
８６う
。

（　

）
８７う
。

（　

）
８８か
。

（　

）
８９で
、

（　

）
９０た
。

（　

）
９１た
。

（　

）
９２る
。

（　

）
９３日
） 

（　

）
９４る
。
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倉
浦
で
は
一
一
月
ま
で
毎
月
塩
が
上
納
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
江
良
浦
の
最
後
の
納

期
は
八
月
初
旬
と
早
い
。
こ
れ
は
稲
や
秋
畠
の
収
穫
期
を
前
に
、
製
塩
を
終
了
さ
せ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
良
浦
の
負
担
体
系
に
お
け
る
年
貢
米
の
比
重
は
必

ず
し
も
大
き
く
な
い
。
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
の
江
良
浦
指
出
に
は
、
年
貢
米
一

石
の
う
ち
五
斗
分
は
「
麦
手
」
一
石
七
斗
で
納
め
る
と
あ
り
、
麦
が
不
足
の
際
は
代

銭
で
決
済
す
る
先
例
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〔
Ｃ
〕。
秋
の
納
期
に
あ
た
る

一
一
月
に
は
粟
年
貢
や
堂
畠
の
地
子
銭
が
納
め
ら
れ
た

�
こ
れ
ら
秋
畠
の
収
穫
物

も
年
貢
米
を
補
う
役
割
を
担
っ
た
。
一
方
、
魚
貝
・
海
草
類
の
負
担
は
年
間
を
通
し

て
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
負
担
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
江
良
で
の
製
塩
は
、
稲
作

や
畠
作
の
農
閑
期
を
利
用
し
て
集
中
的
に
と
り
く
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
江
良
で
は
八
月
一
五
日
に
、「
畑
の
初
物
の
御
供
」

と
し
て
の
性
格
を
も
つ
里
芋
と
枝
豆
が
上
納
さ
れ
た
。

　

八
月
は
海
産
物
の
負
担
が
少
な
く
な
る
。
鎌
倉
期
に
大
谷
・
干
飯
・
玉
河
の
各
浦

が
気
比
社
に
甘
鮨
桶
を
納
め
た
例

�
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
八
月
一
九
日
の

御
賀
尾
浦
肴
請
取
状
に
�
・
小
烏
賊
・
小
鯵
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
�

九
月

　

九
月
は
負
担
記
事
が
一
年
間
で
最
も
少
な
く
、
矢
代
浦
と
御
賀
尾
浦
で
海
産
物
が

進
上
さ
れ
た
事
例
に
と
ど
ま
る
。
矢
代
浦
で
は
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
供
に
、
二
〇

文
程
度
の
肴
（
海
産
物
）
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
〔
Ｊ
〕。
年
三
回
の

節
供
肴
に
あ
た
る
が
、
実
際
に
納
入
さ
れ
た
魚
種
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
、
未
詳

で
あ
る
。

　

御
賀
尾
浦
か
ら
九
月
に
納
め
ら
れ
た
海
産
物
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
史
料
に
散

見
さ
れ
る
。
そ
の
種
類
を
列
挙
す
る
と
、
大
鰒
・
小
鯛
・
小
鯵
・
�
・
か
ち
め
・
烏

賊
で
、
い
ず
れ
も
生
鮮
品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
小
鯵
と
�
は
八
月

下
旬
か
ら
、
大
鰒
・
小
鯛
・
か
ち
め
は
九
月
に
な
っ
て
登
場
す
る
秋
の
魚
で
あ
り
、

八
月
下
旬
か
ら
九
月
は
魚
種
が
交
代
す
る
季
節
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（　

）
９５が
、

（　

）
９６や
、

（　

）
９７る
。

一
〇
月

　

一
〇
月
に
は
矢
代
浦
か
ら
成
物
が
上
納
さ
れ
た
。
こ
れ
は
四
月
の
成
物
と
対
応
し
、

米
、
塩
、
代
銭
の
三
品
目
は
共
通
し
て
い
る
。
一
〇
月
の
成
物
に
は
他
に
一
切
貝
と

お
も
の
（
大
物
）
小
鯛
六
寸
が
あ
っ
た
が
〔
Ｉ
〕、
一
切
貝
は
当
浦
の
負
担
以
外
に

み
え
ず
、
ど
の
よ
う
な
貝
を
指
す
の
か
未
詳
で
あ
る
。
鯛
は
一
般
に
マ
ダ
イ
を
指
す

が
、
小
鯛
は
マ
ダ
イ
と
は
別
の
魚
種
で
あ
っ
た
。
中
世
若
狭
の
史
料
で
「
鯛
の
小
さ

な
も
の
」
は
小
鯛
と
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
世
に
は
小
鯛
の
魚
種

を
直
接
示
し
た
史
料
は
管
見
の
限
り
見
い
だ
せ
な
い
が
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年

刊
行
の
『
毛
吹
草
』
は
若
狭
の
特
産
物
に
「
鼻
折
小
鯛
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か

�

若
狭
の
小
鯛
は
鼻
折
鯛
と
も
呼
ば
れ
た
キ
ダ
イ
の
幼
魚
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
現
在
、
若
狭
の
名
産
品
と
な
っ
て
い
る
小
鯛
さ
さ
漬
に
用
い
る
小
鯛
は
八
〜
一

〇
セ
ン
チ
と
い
う
か

�
六
寸
（
約
一
八
セ
ン
チ
）
の
小
鯛
は
た
し
か
に
大
物
に
違

い
な
か
っ
た
。

　

大
き
な
小
鯛
は
、
御
賀
尾
浦
か
ら
も
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
の
一
〇
月
一
〇

日
に
内
藤
宗
長
へ
、
同
月
一
七
日
に
は
明
通
寺
へ
届
け
ら
れ
て
い

�
戦
国
期
の
御

賀
尾
浦
は
、
若
狭
国
内
と
京
都
に
拠
点
を
も
つ
守
護
武
田
氏
な
ら
び
に
そ
の
家
臣
団

に
対
し
て
、
海
産
物
を
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
一
〇
月
に
同
浦
か
ら
供
給
さ
れ

た
魚
介
類
の
種
類
は
、
鯛
・
小
鯛
・
鯵
・
小
鯵
・
�
・
小
�
・
鰤
・
塩
鰒
・
小
鰒
・

小
鯖
・
え
い
・
烏
賊
・
鮑
・
栄
螺
と
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
御
賀
尾
が

生
鮮
品
を
中
心
と
す
る
海
産
物
を
注
文
に
応
じ
て
随
時
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
一
五
世
紀
の
後
半
頃
か
ら
で
、
そ
の
背
景
に
は
網
場
漁
業
を
中
核
と
し
た
生
業

構
造
へ
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ

�
延
文
元

（
一
三
五
六
）
年
三
月
日
の
御
賀
尾
浦
地
頭
年
貢
注
進
状
に
は
、
一
〇
月
に
納
入
す

る
品
目
と
し
て
鮨
桶
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
Ｅ
〕。
鎌
倉
期
に
大
谷
・
干
飯
・
玉

河
の
各
浦
が
一
〇
月
に
気
比
社
に
納
入
し
た
負
担
物
も
ま
た
大
鮨
桶
で
あ
っ

�
こ

の
桶
に
入
れ
ら
れ
た
鮨
は
、
塩
を
し
た
魚
を
飯
に
漬
け
こ
ん
で
作
る
ナ
レ
ズ
シ
と
考

え
ら
れ
る
。
鎌
倉
末
期
に
御
賀
尾
浦
百
姓
等
が
「
不
限
当
浦
、
以
和
布
・
塩
・
鮨
桶

（　

）
９８ら
、

（　

）
９９ら
、

（　

）
１００る
。（　

）
１０１る
。

（　

）
１０２た
。
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等
、
令
備
進
者
先
例
也
」
と
訴
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
網
場

漁
業
が
主
軸
で
な
い
海
村
に
と
っ
て
、
魚
類
の
保
存
法
で
も
あ
っ
た
ナ
レ
ズ
シ
づ
く

り
は
、
秋
季
以
降
の
主
要
な
生
業
の
位
置
を
し
め
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

一
一
月

　

一
一
月
に
な
る
と
下
半
期
の
収
納
の
季
節
を
迎
え
る
。
多
烏
浦
の
領
家
方
と
預
所

方
の
秋
年
貢
は
一
一
月
が
納
期
で
、
六
月
に
納
め
る
夏
年
貢
と
対
応
し
て
い
た
。
領

家
方
秋
年
貢
の
品
目
は
、
現
物
納
が
雑
ノ
魚
（
尾
頭
五
寸
）・
小
和
布
・
塩
で
、
銭

納
が
甘
鮨
代
・
五
斗
納
鮨
桶
代
・
干
鯛
代
・
神
祭
鮑
代
で
あ
っ
た
〔
Ｇ
〕。
こ
の
う

ち
雑
魚
・
小
和
布
・
甘
鮨
代
・
干
鯛
代
・
鮑
代
は
夏
年
貢
と
共
通
で
、
こ
れ
ら
は
い

わ
ば
海
年
貢
の
基
本
品
目
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
夏
年
貢
に

は
な
い
秋
年
貢
独
自
の
品
目
は
、
塩
と
五
斗
納
鮨
桶
代
で
あ
っ
た
。
す
で
に
み
て
き

た
よ
う
に
塩
の
納
期
に
は
浦
相
互
で
ず
れ
が
あ
り
、
海
村
に
よ
る
製
塩
期
間
の
違
い

が
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
鮨
桶
は
先
述
の
通
り
、
他
浦
で
も
一
〇
月
か
ら
み

ら
れ
る
負
担
で
あ
る
。

　

丹
生
浦
か
ら
領
主
の
鴨
社
に
は
一
一
月
に
秋
成
の
品
が
納
め
ら
れ
た
。
丹
生
で
も

六
月
に
夏
成
が
あ
り
、
一
年
間
の
納
期
を
二
回
に
分
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

品
目
の
重
複
は
認
め
ら
れ
な
い
。
秋
成
に
は
、
神
祭
櫃
魚
（
小
鯛
）・
火
の
魚
の
鮭

（
船
一
艘
別
に
賦
課
）・
神
田
の
荒
巻
・
節
季
の
荒
巻
・
つ
な
ぎ
鯖
（
大
鯖
）・
刀
祢

よ
り
の
肴
・
秋
成
銭
と
い
っ
た
品
目
が
な
ら

�「
神
祭
」
を
冠
し
た
品
名
は
多
烏

浦
の
秋
年
貢
で
も
み
ら
れ
る
が
〔
Ｇ
〕、
秋
の
祭
礼
で
神
饌
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
火
の
魚
」
は
「
干
の
魚
」
の
宛
字
か
。
と
す
れ
ば
、
鮭
の
乾
物
が
納
入

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
毛
吹
草
』
は
若
狭
の
特
産
物
に
「
尾
崎
鮭
」
を
挙
げ
て
い

�

こ
の
鮭
は
小
浜
市
の
南
川
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
丹
生
浦
の
近
辺
に
は
鮭

の
漁
場
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
交
易
を
介
し
て
鮭
を
負
担
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

船
へ
の
賦
課
と
い
う
形
態
も
そ
の
こ
と
に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
荒
巻
は
魚
類

（　

）
１０３ぶ
。

（　

）
１０４る
。

の
貯
蔵
法
の
一
つ
で
、「
ま
ず
内
臓
を
取
り
除
き
、
そ
の
代
り
に
食
塩
を
入
れ
、
表

面
に
も
食
塩
を
擦
り
込
み
、
さ
ら
に
食
塩
を
振
り
か
け
て
、
塩
俵
の
古
物
で
巻
い
て

お
く
方
法
」
で
あ

�
神
田
の
荒
巻
に
は
鯖
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
小
鯛
も
荒
巻
に
し

て
京
都
に
送
っ
た
と
い
う
記
載
が
、
丹
生
浦
の
史
料
に
み
え
る
。
荒
巻
の
記
事
は
若

狭
の
他
浦
で
は
一
二
月
に
集
中
し
て
お
り
、
冬
季
に
か
け
て
の
魚
類
の
貯
蔵
技
術
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

矢
代
浦
で
も
一
一
月
は
、
六
月
と
一
対
を
な
す
「
納
物
」
進
上
の
季
節
で
あ
っ
た
。

品
目
は
、
米
・
塩
・
代
銭
と
櫃
の
魚
で
〔
Ｌ
〕、
先
の
三
者
は
六
月
と
共
通
し
て
い

る
の
で
、
櫃
の
魚
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
櫃
の
魚
は
、
大
谷
浦
・
干
飯

浦
・
玉
河
浦
の
六
月
の
負
担
や
丹
生
浦
の
一
一
月
の
秋
成
で
も
み
ら
れ
る
の
で
、
魚

類
進
上
の
一
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
月
日
未
詳
、
矢
代
浦
両
度
納
注
文

案
で
は
、
櫃
一
つ
の
中
へ
鯛
二
喉
と
大
は
ま
ち
二
喉
を
入
れ
、
そ
れ
で
も
櫃
を
充
た

さ
な
け
れ
ば
小
魚
を
追
加
し
て
一
杯
に
入
れ
て
納
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る

〔
Ｌ
〕。
こ
の
櫃
は
、
大
き
な
魚
が
四
喉
と
小
魚
少
々
が
入
る
だ
け
の
容
器
な
の
で
、

長
櫃
で
は
な
く
折
櫃
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
折
櫃
は
「
底
の
板
か
ら
垂
直
に
薄

い
板
を
建
て
た
容
器
」
で
「
蓋
が
な
く
、
そ
の
中
に
物
を
入
れ
て
、
そ
の
物
が
直
接

見
え
る
形
で
」
贈
答
に
用
い
ら
れ

�
折
櫃
で
あ
れ
ば
、
贈
答
用
の
形
態
を
整
え
た

う
え
で
進
上
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
一
一
月
に
な
る
と
海
村
で
も
稲
と
秋
畠
作
物
の
収
穫
が
終
わ
り
、
田
畠
年

貢
・
地
子
の
収
納
が
行
わ
れ
た
。
江
良
浦
で
は
一
一
月
二
〇
日
が
年
貢
粟
一
斗
と
堂

畠
の
地
子
銭
の
納
入
日
で
あ

�
年
貢
米
一
石
の
納
期
も
一
一
月
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
他
、「
つ
は
い
あ
わ
（
椿
粟
カ
）」
三
斗
や
地
子
麦
二
石
六
斗
も
一
一
月
に

納
め
ら
れ
て
い

�「
つ
は
い
あ
わ
」
に
は
領
主
か
ら
祝
言
と
し
て
、
瓶
子
一
具
の

酒
と
俎
板
に
の
っ
た
一
番
鯖
二
つ
と
が
下
さ
れ
た
が
〔
Ｃ
〕、
藤
木
氏
は
こ
れ
を

「
収
納
祝
い
の
下
行
」
と
評
価
し
て
い

�
江
良
へ
の
鯖
の
下
行
は
、
ほ
か
に
一
二

月
と
正
月
が
み
ら
れ
る
〔
Ｃ
〕。
越
前
海
岸
に
お
け
る
秋
鯖
の
漁
獲
期
は
、
現
在
で

は
新
暦
の
九
月
か
ら
一
一
月
で
あ

�
旧
暦
の
一
一
月
か
ら
正
月
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

（　

）
１０５る
。

（　

）
１０６た
。

（　

）
１０７り
、

（　

）
１０８る
。

（　

）
１０９る
。

（　

）
１１０り
、
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に
あ
た
る
。
現
在
の
漁
獲
期
を
中
世
の
そ
れ
に
単
純
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
も
、
回
游
の
季
節
性
に
大
き
な
変
化
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
漁
獲
量
が

低
下
す
る
時
期
に
あ
え
て
鯖
が
下
行
物
と
し
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
鯖
が

選
択
さ
れ
た
背
景
に
は
、
祝
儀
性
に
加
え
て
入
手
困
難
と
い
う
稀
少
性
も
作
用
し
た

と
み
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
江
良
浦
の
年
貢
米
一
石
の
収
納
は
現
実
に
は
厳
し
か
っ

た
よ
う
で
、
前
述
の
と
お
り
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
に
は
五
斗
分
が
「
麦
手
」
一

石
七
斗
で
代
納
さ
れ
る
と
決
め
ら
れ
て
い
た
し
〔
Ｃ
〕、
年
未
詳
霜
月
八
日
の
江
良

浦
納
所
銭
注
文
案
に
よ
れ
ば
、
六
月
朔
日
に
納
入
さ
れ
た
一
石
の
麦
が
年
貢
に
立
用

さ
れ
て
い

�
江
良
浦
の
負
担
体
系
の
な
か
で
は
、
夏
畠
や
秋
畠
で
収
穫
さ
れ
る
麦

や
粟
が
、
米
を
補
う
地
位
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
負
担
関
係
か
ら

見
る
限
り
、
稲
作
に
対
す
る
畠
作
の
優
位
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

江
良
よ
り
も
漁
業
の
比
重
が
高
い
中
世
海
村
に
お
い
て
も
耕
地
は
存
在
し
、
土
地

制
度
上
把
握
さ
れ
た
田
畠
に
は
年
貢
が
賦
課
さ
れ
た
。
若
狭
の
浦
々
の
公
田
数
が
一

覧
で
き
る
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
一
一
月
日
、
若
狭
国
惣
田
数
帳
案
に
は
、
国
衙

領
と
し
て
「
多
烏
田
九
反
」、「
志
積
田
八
反
三
百
卅
歩
」、「
日
向
浦
九
町
五
反
」、

「
丹
生
浦
三
町
六
反
二
百
四
十
歩
」
が
み
え
、
そ
れ
ぞ
れ
除
田
を
差
し
引
い
た
定
田

に
所
当
米
が
賦
課
さ
れ
て
い

�
ま
た
、
惣
田
数
帳
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
御
賀
尾
浦

に
お
い
て
は
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
の
倉
見
荘
検
注
で
「
五
反
百
八
十
歩
」
が

丈
量
さ

�
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
一
〇
月
、
御
賀
尾
浦
年
貢
目
録
で
は
、「
本

田
二
反
大
廿
歩
」
に
「
二
貫
五
百
廿
文
」、「
新
田
一
反
大
廿
六
歩
」
に
「
壱
貫
六
百

文
」
の
代
銭
額
が
設
定
さ
れ
て
い
�

　

惣
田
数
帳
に
あ
ら
わ
れ
た
多
烏
と
志
積
に
つ
い
て
も
、
国
衙
は
浦
と
し
て
の
機
能

ま
で
は
掌
握
し
て
お
ら
ず
、
他
の
権
門
の
領
有
関
係
が
存
在
し
て
い

�
志
積
浦
の

場
合
、
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
に
当
浦
の
海
人
が
「
十
禅
師
并
客
人
宮
」
に
浦
の

田
畠
を
寄
進
し
、
そ
の
田
畠
年
貢
で
二
季
の
祭
礼
と
五
節
供
を
勤
め
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い

�
二
季
の
祭
礼
日
は
未
詳
で
あ
る
が
、
秋
の
祭
礼
を
代
表
す
る
の
が
一

一
月
神
祭
で
あ
る
。
木
村
茂
光
氏
は
こ
の
神
祭
を
、
一
一
月
の
初
卯
に
行
わ
れ
る
新

（　

）
１１１る
。

（　

）
１１２る
。

（　

）
１１３れ
、

（　

）
１１４る
。

（　

）
１１５た
。

（　

）
１１６る
。

嘗
祭
の
影
響
を
う
け
た
収
穫
を
祝
う
祭
礼
と
位
置
づ
け
て
い

�
御
賀
尾
浦
の
負
担

に
「
十
一
月
御
神
祭
銭
」
と
い
う
の
が
あ
る

�
こ
れ
は
神
田
の
収
穫
米
が
代
銭
納

化
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
丹
生
浦
で
は
一
一
月
の
神
祭
に
櫃
魚
の
小

鯛
が
納
め
ら
れ
、
こ
れ
と
は
別
に
「
神
田
の
荒
巻
」
と
い
う
負
担
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

田
畠
年
貢
が
魚
類
に
よ
っ
て
代
物
納
化
す
る
場
合
も
海
村
で
は
あ
り
え
た
よ
う
だ
。

一
二
月

　

一
年
を
し
め
く
く
る
一
二
月
に
入
る
と
、
歳
末
の
行
事
や
正
月
準
備
に
関
わ
る
歳

末
節
料
が
納
め
ら
れ
た
。
矢
代
浦
で
は
一
二
月
に
、
正
月
・
六
月
に
続
く
「
参
物
」

が
納
入
さ
れ
る
。
こ
の
節
季
参
物
の
内
容
は
、
天
文
一
二
（
一
五
四
三
）
年
の
指
出

で
は
小
鯛
鮨
・
鯵
鮨
・
か
か
り
め
・
藁
筵
・
茅
筵
・
野
老
と
年
貢
銭
で
〔
Ｈ
〕、
元

亀
三
（
一
五
七
二
）
年
の
指
出
に
は
、
稲
掃
き
と
鱈
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
Ｊ
〕。
こ

れ
ら
の
品
目
は
正
月
や
六
月
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
季
節
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
鮨
は
、
前
述
の
と
お
り
他
浦
で
も
一
〇
月
か
ら
み
ら
れ
る
負
担
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
鯵
鮨
は
、
六
月
の
な
し
物
（
塩
辛
桶
）
の
桶
と
同
じ
寸
法
の
桶
で
の
上
納
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。「
か
か
り
め
」
は
藤
木
氏
が
大
羽
鰯
を
指
す
と
推
定
し
て
い

�

オ
オ
バ
は
体
長
一
八
セ
ン
チ
以
上
に
成
長
し
た
マ
イ
ワ
シ
の
呼
称

�
あ
え
て

大
型
の
鰯
が
品
目
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
藁
筵
と
茅
筵
が
み
え
る
。

稲
掃
き
も
「
稲
わ
ら
で
編
ん
だ
目
の
粗
い
む
し
ろ
」

�
敷
物
で
あ
る
各
種
の
筵
が

歳
末
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
筵
を
は
じ
め
、
歳
末
節
料
と
し
て
一
般

的
に
認
め
ら
れ
る
薪
・
炭
・
菓
子
な
ど
は
、
井
原
今
朝
男
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
歳

末
読
経
や
歳
末
霊
供
な
ど
歳
末
行
事
の
実
施
に
必
要
な
物
資
で
あ
っ

�
野
老
は
ヤ

マ
イ
モ
科
の
ト
コ
ロ
で
、
根
茎
は
苦
み
を
抜
け
ば
食
用
と
な
る
が
、
藤
木
氏
が
例
示

し
て
い
る
よ
う
に
野
老
も
神
事
で
よ
く
使
わ
れ
て
お

�
歳
末
行
事
用
に
賦
課
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
鱈
は
冬
の
魚
で
、
一
二
月
と
正
月
の
負
担
で
の
み
確
認
で
き
る
。

鱈
は
一
五
世
紀
以
降
、
贈
答
品
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以

前
は
日
本
の
文
献
に
全
く
あ
ら
わ
れ
な
い
魚
種
で
あ

�
一
五
世
紀
に
な
っ
て
文
献

（　

）
１１７る
。

（　

）
１１８が
、

（　

）
１１９る
。

（　

）
１２０で
、

（　

）
１２１で
、

（　

）
１２２た
。

（　

）
１２３り
、

（　

）
１２４る
。
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に
登
場
す
る
背
景
は
ま
だ
未
解
明
だ
が
、
登
場
後
の
鱈
が
時
間
を
お
か
ず
に
歳
末
・

正
月
の
祝
儀
品
と
し
て
使
用
さ
れ
た
一
因
は
、
よ
う
や
く
流
通
し
は
じ
め
た
鱈
の
稀

少
性
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

他
の
浦
の
歳
末
節
料
に
目
を
向
け
る
と
、
御
賀
尾
浦
で
は
鮨
鯛
・
塩
の
小
俵

〔
Ｅ
〕・
荒
巻
・
鮑
が
（
元
亨
三
年
一
〇
月
日
、
御
賀
尾
浦
年
貢
目
録
、「
大
音
家
文

書
」
四
三
号
）、
志
積
浦
で
は
鯖
の
荒
巻
と
塩
が
〔
Ｍ
〕、
品
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
鮨
と
な
ら
ん
で
荒
巻
も
冬
季
に
か
け
て
の
魚
類
の
貯
蔵
法
で
あ
っ
た
点
は
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
鮑
は
熨
斗
鮑
を
例
に
出
す
ま
で
も
な
く
祝
儀
性
の
高

い
品
目
で
、
越
前
・
若
狭
の
中
世
海
村
の
負
担
で
は
、
正
月
・
三
月
・
四
月
・
六

月
・
七
月
・
一
〇
月
・
一
二
月
と
ほ
ぼ
周
年
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
八
月
と
九
月

は
連
続
で
鮑
の
負
担
が
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
現
在
の
若
狭
湾
で
は
新

暦
の
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
が
資
源
更
新
の
た
め
に
ア
ワ
ビ
の
禁
漁
期
間
と

な
っ
て
い
る

�
中
世
に
お
い
て
も
同
じ
時
期
に
禁
漁
す
る
こ
と
で
、
一
年
間
の
需

要
に
応
え
る
体
制
を
整
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

江
良
浦
の
歳
末
公
事
は
、
品
目
の
内
容
に
加
え
て
、
領
主
に
よ
る
反
対
給
付
の
多

さ
で
も
注
目
さ
れ
る
。
摘
記
す
る
と
、
ａ
餅
つ
き
柴
六
〇
束
の
負
担
に
対
し
て
、
御

祝
言
の
白
酒
一
斗
が
、
ｂ
節
料
木
五
〇
束
・
山
の
芋
五
〇
本
・
く
ろ
と
り
（
干
蕨
）

三
連
・
糠
一
石
五
斗
分
・
藁
二
〇
束
・
畳
の
薦
四
枚
裏
三
条
分
に
対
し
て
、
御
祝
言

の
御
百
姓
に
瓶
子
一
具
の
酒
と
俎
板
の
一
番
鯖
二
つ
、
村
人
に
白
酒
一
斗
が
、
ｃ
節

季
の
米
徒
（
米
搗
き
・
米
の
精
白
）
に
対
し
て
、
代
飯
三
合
二
度
・
昼
五
合
・
魚
菜

三
度
・
酒
が
、
ｄ
稲
掃
筵
三
枚
に
対
し
て
、
御
祝
言
代
一
八
文
が
、
ｅ
節
季
の
松
囃

に
御
祝
言
白
酒
一
斗
と
米
七
升
が
、
ｆ
餅
つ
き
・
甑
と
り
に
対
し
て
、
代
飯
三
合
二

度
・
昼
五
合
・
五
合
餅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
領
主
よ
り
下
行
さ
れ
て
い
る
〔
Ｃ
〕。
こ
の
う

ち
ｂ
の
山
の
芋
は
一
二
月
二
〇
日
に
「
歳
暮
之
御
礼
」
に
納
め
ら
れ
た
と
、
江
良
浦

納
所
銭
注
文
案
は
記
し
て
い
�

他
の
歳
末
公
事
の
納
入
日
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「
御
祝
言
」
と
い
う
名
目
で
お
返
し
が
あ
る
負
担
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
歳
暮
の
礼

物
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
御
祝
言
」
の
品
は
祝
儀
性
の
高
い
酒
や
魚
物
で
あ
り
、

（　

）
１２５が
、

（　

）
１２６る
。

一
二
月
は
正
月
と
な
ら
ん
で
互
酬
的
な
関
係
が
浦
と
領
主
と
の
間
で
集
中
的
に
と
り

結
ば
れ
る
月
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
負
担
物
の
個
別
検
討
は
藤
木
氏
の
研
究

に
詳
し
い
の
で
そ
れ
に
譲
る
が
、
正
月
餅
を
搗
く
燃
料
で
あ
る
ａ
餅
つ
き
柴
な
ど
、

歳
末
公
事
の
多
く
は
正
月
準
備
に
必
要
な
品
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ｃ
節
季
の
米
徒
、
ｅ
節
季
の
松
囃 
、
ｆ
餅
つ
き
・
甑
と
り
に
つ
い

て
も
正
月
迎
え
の
人
夫
役
と
す
る
藤
木
氏
の
指
摘
に
従
っ
て
お
き
た
�

　

と
こ
ろ
で
、
戦
国
期
に
入
る
と
御
賀
尾
浦
で
は
歳
末
節
料
の
負
担
は
影
を
潜
め
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
節
季
美
物
の
負
担
が
頻
繁
に
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

浦
の
歳
末
節
料
と
節
季
美
物
と
の
違
い
は
、
前
者
が
加
工
海
産
物
中
心
の
定
期
納
入

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
が
生
鮮
海
産
物
中
心
で
不
定
期
・
随
時
納
入
で
あ
っ
た

点
に
求
め
ら
れ
る
。
美
物
と
は
美
味
な
る
物
の
略
で
、
こ
の
時
代
に
は
魚
介
・
鳥
な

ど
動
物
性
食
品
の
う
ち
味
の
良
い
物
を
指
し
て
用
い
ら
れ
た
。
戦
国
期
に
御
賀
尾
よ

り
節
季
美
物
と
し
て
納
入
さ
れ
た
品
目
は
、
鯛
・
小
鯛
・
鱈
・
�
・
鰹
・
鰐
・
小

鯵
・
塩
鰒
・
か
な
か
み
・
大
烏
賊
・
貝
鮑
・
栄
螺
で
、
こ
の
う
ち
塩
鰒
以
外
は
全
て

生
鮮
品
か
そ
れ
に
準
じ
る
簡
易
加
工
品
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
守
護
領
と
な
っ

て
い
た
御
賀
尾
浦
の
美
物
負
担
は
、
若
狭
守
護
武
田
氏
の
奉
行
人
や
被
官
人
か
ら
浦

刀
祢
の
大
音
氏
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
要
請
さ
れ
た
。
こ
の
要
請
は
公
私
に
わ

た
り
、
公
的
な
負
担
は
主
に
守
護
家
か
ら
京
都
の
武
家
・
公
家
へ
の
贈
答
美
物
に
用

い
ら
れ
、
私
的
な
調
達
分
は
在
国
の
守
護
被
官
人
や
寺
社
な
ど
に
渡
り
、
日
常
の
食

生
活
に
供
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
美
物
の
供
給
が
求
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、

鮮
度
の
高
い
海
産
物
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
が
想
定
で
き
よ

�
美
物
の
要
請
は

年
間
を
通
し
て
み
ら
れ
た
が
、
一
二
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
美
物
贈
答
慣
行
の
季

節
で
も
あ
り
、
節
季
美
物
に
つ
い
て
は
品
目
や
品
質
に
対
す
る
要
求
の
ハ
ー
ド
ル
が

よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
一
二
月
二
〇
日
に
武
田
氏
被
官
の
熊
谷
直
継

が
大
音
氏
に
宛
て
た
書
状
の
、
次
に
掲
げ
る
一
文
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　

く
ほ
う
御
美
物
と
申
御
事 
し
け 
く
候
ハ
ん
と
、 
す
い
り
や
う 
申
候
へ
共
、
ひ
ら

（
繁
） 

（
推
量
）

　
　

ニ
三
百
文
ニ
て 
た
ら  
お
う 
き
に
候
ハ
ん
被
仰
付
、
二
百
文
ニ
て 
か
ひ
あ
わ
ひ 
被

（
鱈
） 

（
大
） 

（
貝
鮑
）

（　

）
１２７い
。

（　

）
１２８う
。
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仰
付
、
廿
四
日
ニ
の
ほ
せ
度
候
、
こ
と
に
か
い
あ
わ
ひ
の
事
大
儀
候
由
承
及
候

　
　

へ
共
、
ひ
と
ゑ
ニ
た
の
ミ
存
候
て
申
入
�

　

こ
こ
で
熊
谷
は
、
貝
鮑
の
調
達
が
困
難
な
状
況
を
事
前
に
知
っ
た
う
え
で
あ
え
て

要
請
し
て
い
る
が
、
生
鮮
海
産
物
の
供
給
は
漁
況
に
左
右
さ
れ
る
だ
け
に
、
海
村
側

が
対
応
で
き
な
い
場
合
も
当
然
あ
り
え
た
。
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
一
二
月
二
〇

日
、
丹
生
浦
刀
祢
百
姓
等
は
領
主
に
提
出
し
た
成
目
注
文
の
な
か
で
、「
御
あ
つ
ら

へ
」
の
蚫
・
烏
賊
・
鰹
な
ど
は
海
上
が
荒
れ
た
の
で
無
く
、
他
の
物
で
調
え
進
上
し

た
と
述
べ
て
い

�
戦
国
期
の
丹
生
浦
で
も
「
節
季
の
荒
巻
」
の
よ
う
な
旧
来
の
負

担
に
加
え
て
、
領
主
に
よ
る
生
鮮
海
産
物
の
随
時
賦
課
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
海

村
の
漁
業
条
件
に
応
じ
た
弾
力
的
な
収
取
に
と
ど
ま
ら
な
い
限
り
、
領
主
・
在
地
間

の
対
立
を
招
く
新
た
な
火
種
に
な
り
え
た
こ
と
を
、
こ
の
事
例
は
示
唆
し
て
い
る
。

笳
生
業
暦
に
よ
る
海
村
の
類
型
化

　

い
ま
ま
で
の
考
察
は
、
海
村
の
季
節
性
を
月
ご
と
に
浦
々
を
横
断
す
る
か
た
ち
で

捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
に
視
点
を
転
じ
て
、
浦
ご
と
に
復
元
し
た

生
業
暦
が
示
す
生
業
構
成
の
あ
り
方
か
ら
中
世
海
村
を
類
型
化
し
、
各
類
型
の
特
徴

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
い
。
表
１
か
ら
表
８
は
、
本
稿
で
主
に
検
討
対
象
と
し
た
海

村
の
負
担
史
料
を
も
と
に
作
成
し
た
生
業
暦
で
あ
る
。
負
担
品
目
を
産
出
場
所
ご
と

に
整
理
し
て
掲
げ
、
各
品
目
の
納
期
を
図
示
し

�
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
作
成
し

た
生
業
暦
は
そ
の
全
体
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
海
村
に
よ
っ
て
情
報
に
偏
差
が
あ

る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
納
期
の
分
布
か
ら
そ
の
産
物
の
生
業
期
間
と
海
村
の
生
業

体
系
の
輪
郭
は
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ

�
こ
の
表
か
ら
読
み
と
れ
る
生
業

構
成
の
傾
向
か
ら
、
八
つ
の
海
村
を
以
下
の
よ
う
な
類
型
に
整
理
し
て
お
き
た
�

Ⅰ
型
…
畠
作
（
＋
稲
作
）
＋
製
塩
を
生
業
と
す
る
海
村

　

江
良
浦
（
表
１
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
江
良
で
は
三
月
に
春
田
の
勧
農
が
行
わ

（　

）
１２９候
、

（　

）
１３０る
。

（　

）
１３１た
。

（　

）
１３２う
。

（　

）
１３３い
。

れ
、
一
一
月
に
年
貢
米
一
石
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
そ

の
皆
済
は
難
し
く
、
代
麦
納
や
代
銭
納
が
み
ら
れ
た
。
表
１
を
み
る
と
、
領
主
に
よ

る
収
納
祝
は
秋
畠
の
収
穫
物
で
あ
る
椿
粟
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
麻

畠
・
桑
代
畠
・
堂
畠
の
地
子
銭
や
芋
類
・
豆
類
の
公
事
物
を
含
め
畠
作
に
よ
る
収
益

が
、
江
良
の
負
担
体
系
の
な
か
で
最
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
畠
作
は
夏
畠
と
秋
畠
に
大
別
さ
れ
、
収
穫
期
に
あ
わ
せ
て
納
期
が
設
定
さ

れ
た
。
江
良
浦
の
景
観
を
復
元
し
た
稲
葉
継
陽
氏
は
、
こ
れ
ら
の
畠
作
物
が
集
落
背

後
の
谷
戸
や
、
谷
戸
の
奥
の
山
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い

�
江
良
の

も
う
一
つ
の
主
要
な
生
業
は
製
塩
で
あ
っ
た
。
江
良
の
製
塩
期
間
は
三
月
か
ら
八
月

初
旬
ま
で
と
比
較
的
短
い
が
、
そ
れ
は
農
繁
期
を
前
に
塩
焼
き
が
終
了
し
た
か
ら
で

は
な
い
か
と
先
に
推
測
し
た
。
製
塩
と
畠
作
は
開
発
過
程
に
お
い
て
も
連
動
す
る
関

係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
製
塩
の
燃
料
材
は
中
世
に
お
い
て
は
浦
内
の
谷
戸
背

後
に
あ
る
山
か
ら
採
取
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
近
世
初
期
に
は
峠
を
境
に
接

す
る
隣
村
の
葉
原
に
山
手
を
払
っ
て
塩
木
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
谷
戸
最

奥
で
の
製
塩
の
た
め
の
伐
木
と
そ
の
跡
地
の
耕
地
化
が
進
行
し
た
と
推
測
さ
れ

�

他
村
で
の
塩
木
確
保
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
は
、
一
時
塩
木
不
足
が
生
じ
、
畠
作
が
優

先
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
江
良
で
は
毎
月
棒
柴

の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
一
二
月
か
ら
二
ヵ
月
間
は
柴
山
の
一
般
利
用
は
制
限
さ

れ
、
資
源
が
更
新
さ
れ
た
。
山
の
口
明
に
お
け
る
春
山
の
勧
農
行
為
は
、
領
主
も
こ

う
し
た
資
源
保
全
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。   

　

江
良
の
ば
あ
い
、
海
産
物
の
負
担
が
一
切
み
ら
れ
な
い
の
が
特
質
だ
が
、
当
地
で

漁
業
が
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
領
主
と
の
関
係
で
は
漁
業
の
側
面

を
見
せ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅱ
型
…
製
塩
＋
漁
撈
（
＋
山
野
利
用
・
畠
作
）
を
生
業
と
す
る
海
村

　

居
倉
浦
（
表
２
）
と
河
野
浦
（
表
３
）
が
該
当
す
る
。
居
倉
は
塩
と
月
の
菜
（
海

産
物
）
を
、
河
野
は
塩
と
袖
め
（
海
草
）
と
小
魚
を
毎
月
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

（　

）
１３４る
。

（　

）
１３５る
。
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［中世海村の生業暦］……春田直紀

表１　江良浦の生業暦 

場　所 品　目 1 月　     2 月　   3 月　　4 月　　 5 月　   6 月　　 7 月　   8 月　   9 月　　10 月　 11 月　　12 月 

柴 
 
　 
木 
 　 
 

山　芋 
干　蕨 

麻 
 
　 
桑 
 
 麦 　 
 

根　芋 
大角豆 
長柄杓 
　 　 

里　芋 
枝　豆 
粟 

米 
 　 
        糠 

藁・薦 
稲掃筵 

◎ ◎ 

◎ 

◎ ◎ 

◎ 

留 山 山の口明 ←棒柴毎月負担→ 餅 搗 柴 
↑春山の勧農 

節料木 
↑酒手 

12/20 歳暮 礼 
└山芋 
くろとり 

麻蒔初め 麻畠地子銭 
↑春畠の勧農 

6/1 桑代畠地子銭 
春蚕マユダシ 
収穫 6/1麦年貢 

7/15盂蘭盆会 
└根芋 
└大角豆 
└長柄杓 

8/15 中秋十五夜 
└里 芋 ← 祝 儀 
└枝 豆 ← 祝 儀 

椿粟 
↑収納祝 

11/20 堂 畠地子銭・粟 

1/6 年始 礼 
└白米 収穫 年 貢 米 
↑饗応・引出物 

3/3 ～入 草 
↑春田の勧農 

糠 
藁・薦 
稲掃筵 

◎ ◎ 
休浜 3/15 浜 の地子銭 8/1 浜の地子銭 休浜 

山
　
　
野 

畠 

田 

塩
浜 

塩 

野　　　薄 薄 

年 始 礼  

園　　　柿 └ 串 柿  

畠　　薯 蕷 12/7 薯蕷 

年 始 礼  
田　　　餅 

└ 鏡 餅 ･  小 餅  

塩
浜 

 

塩  ◎  ◎ 
休 浜  休 浜  ← 毎 月 塩 負 担（  代  官  分）  →  

海草類 束 和 布  帖 和 布（納 期 未 詳）  

円 海 苔（納 期 未 詳）  

海 魚類ヵ 
休 漁  休 漁  ←  毎 月 月 の 菜 負  担  （  代 官 分）  →  

貝　類 2/25 栄 螺  

場　所 品　目 1 月　     2 月　   3 月　　4 月　　 5 月　   6 月　　 7 月　   8 月　   9 月　　10 月　 11 月　　12 月 

表 2　居倉浦の生業暦 

◎  ◎ 
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
15

7
集
　

20
10
年

3
月

1/6 年 始  礼  
柴 └ と し 柴  

↑  饗  応 ・  引 出  物  
炭 2/10 鍛 冶 炭  炭 代  銭  

↑ 代  飯  
神  事  神  事  神 事  神 事  神 事  神 事  
└ 山 芋  └ 山 芋  └ 山 芋  └  山  芋  └ 山 芋  └ 山 芋  
└ 野 老  └ 野 老  └ 野 老  └  野  老  └ 野 老  └ 野 老  
↑ 代 飯  ↑ 代 飯  ↑ 代 飯  ↑ 代  飯  ↑ 代 飯  ↑ 代 飯  

芹 ･  薊  1/6 芹 ･  薊  
↑  饗  応 ・  引 出  物  

端 午 の 節 供  
茗　荷 5/4 茗 荷  
水　蕗 5/4 水 蕗  

↑ 代 飯  

粟 1/6 粟 

畠 ↑  饗  応 ・  引 出  物  
小　豆 5/4 小 豆  の 花  

↑ 代  飯  

　　 　　米 1/6 白 米  
↑  饗  応 ・  引 出  物  

塩  ◎ 
←  塩  （  大 さ つ 弊）  毎 月 負 担 →  休 浜  

塩 ↑ 代 飯  

浜 

海 

神  事  神 事  神 事  神  事  神 事  神 事  
└  塩  └ 塩  └ 塩  └ 塩  └ 塩  └  塩  

↑ 代 飯  ↑ 代 飯  ↑  代  飯  ↑ 代 飯  ↑  代  飯  

海 草 類  

◎ 

←  袖  め  （  大 さ つ 弊 ）  毎 月 負 担 →  
休 漁  

↑ 代 飯  
5/4 束 和  布  
↑ 代  飯  

7/7 七 夕  
└ 心 太  

魚　類 

貝　類 

└ 鯖（  大 き さ 一 番 ）  
1/6 懸 鱈  （  一  番  ）  

場　所 品　目 1　月　　  2　月　　 3　月　　 4　月　　  5　月　　  6　月　　  7　月　　 8　月　　 9　月　　 10  月　　 11  月　　　12  月 

◎ ◎ 

休 漁  
◎ ◎ 

山　芋 
野　老 

山
野
・
沼
沢 

↑  饗  応 ・  引 出  物  
1/18 睦 月  神  事  
└ 懸 鱈  
└ 懸 鯛（  一 番）  
↑ 引  出 物  

2/10 鰈 
↑ 代  飯  

← 飛  魚 負  担 →  

← 小 魚 （  大 さ つ 弊 ）  毎 月  負  担  →  
↑ 代 飯  

神  事  神 事  神 事  神  事  神 事  神 事  
└  小  魚  └ 小 魚  └  小  魚  └ 小 魚  └ 小 魚  └ 小 魚  

↑ 代 飯  ↑ 代 飯  ↑  代  飯  ↑ 代 飯  ↑ 代 飯  
1/6 小 魚  
↑  饗  応 ・  引 出  物  

1/18 鮑 
↑ 引  出  物  

◎　　　　　　       ◎ 

表 3　河野浦の生業暦 

田 
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製
塩
と
漁
撈
を
主
な
生
業
と
す
る
海
村
と
推
定
し
た
。
毎
月
の
負
担
で
は
あ
る
が
、

居
倉
で
は
一
二
月
か
ら
正
月
、
河
野
で
は
一
二
月
に
負
担
が
み
ら
れ
ず
、
資
源
更
新

の
た
め
の
休
浜
・
休
漁
期
間
が
設
け
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
産
物
は
他

に
も
季
節
の
産
物
が
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
年
始
を
除
き
特
定
の
時
期
に
集
中
す
る

傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
両
浦
と
も
負
担
史
料
に
年
貢
米
の
記
載
は
出
て
こ
な
い
。

　

河
野
は
総
社
の
神
領
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
神
事
・
行
事
の
供
物
や
年
始
礼
物
を

軸
と
し
た
負
担
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
年
六
度
の
神
事
に
も
塩
と
小
魚
が
供
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
神
事
供
物
に
山
芋
と
野
老
が
み
え
る
。
総
社
の
年
間
神
事
に
は
海

の
幸
と
山
の
幸
が
あ
わ
せ
て
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
河
野
の
納
め
物
に
は
、
そ
れ

以
外
も
山
野
・
沼
沢
で
と
れ
る
品
目
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
河
野
で
は
礼
物
に

は
饗
応
・
引
出
物
、
供
物
に
は
代
飯
の
給
与
が
あ
り
、
領
主
に
よ
る
反
対
給
付
が
占

め
る
割
合
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

Ⅲ
型
…
漁
撈
＋
製
塩
（
＋
稲
作
・
養
蚕
）
を
生
業
と
す
る
海
村

　

志
積
浦
（
表
４
）
と
御
賀
尾
浦
（
表
５
）
が
こ
の
類
型
に
あ
た
る
。
両
浦
と
も
海

産
物
の
月
別
負
担
制
度
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
Ⅱ
型
の
海
村
と
共
通
し
て

い
る
。
Ⅲ
型
の
月
別
負
担
の
特
徴
は
、
小
魚
を
と
り
あ
わ
せ
た
数
魚
に
加
え
て
、
鯛

が
納
め
ら
れ
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
御
賀
尾
で
月
菜
に
鯛
が
選
ば
れ
た
理
由

は
、
信
州
の
諏
訪
本
社
の
神
饌
に
月
菜
が
あ
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鯛
は
神
饌
に
ふ
さ
わ
し
い
魚
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
御
賀
尾
浦
百
姓
等
が
「
不

限
当
浦
、
以
和
布
・
塩
・
鮨
桶
等
、
令
備
進
者
先
例
也
」
と
領
主
に
訴
え
た
よ
う
に
、

百
姓
が
認
識
す
る
基
本
負
担
は
、
ワ
カ
メ
と
塩
と
鮨
桶
で
あ
っ
た
。
ワ
カ
メ
の
納
期

は
ど
の
浦
も
四
月
か
ら
六
月
に
集
中
し
て
お
り
、
ワ
カ
メ
採
集
は
上
半
期
を
代
表
す

る
生
業
と
い
え
る
。
塩
は
御
賀
尾
か
ら
は
三
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
六
度
納
め
ら
れ

て
い
て
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
調
達
可
能
な
産
物
で
あ
る
。
鮨
桶
は
一
〇
月
か

ら
一
二
月
に
納
入
さ
れ
る
浦
が
多
く
、
冬
季
に
か
け
て
の
貯
蔵
用
食
品
で
あ
っ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
Ⅲ
型
の
負
担
体
系
は
、
季
節
を
代
表
す
る
海
産
物
（
和
布
・
鮨

［中世海村の生業暦］……春田直紀

表 4　志積浦の生業暦 

米 田畠年貢 → 二季の祭礼（ 祭日未詳 ） 

田 →五節供： 1/7 3/3 5/5 7 /7 9/9

押入銭 （ 出 挙） ：春下ろし米 → 銭 納 （ 納 期未詳） 

塩　浜 塩 塩年貢 （ 納期未詳 ） 節料塩 

海草類 

魚　類 

和布 （ 納期未詳 ） 

盂蘭盆会 

└海松･ 心太 

海 └めうと魚 

← 数の魚の富魚・鯛月別負担 → 
節料荒巻（ 鯖 ） 

鮨代銭（ 
 

納期未詳 ） 

◎ ◎ 

場　所 品　目 1 月　   2 月　   3 月　　4 月　　 5 月　   6 月　　 7 月　   8 月　   9 月　　10 月　 11 月　　12 月 



70

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
15

7
集
　

20
10
年

3
月

表 5　御賀尾浦の生業暦 

竹 
山　野 美　物 3/18 竹 4/6竹 

畠　　　　桑 桑 代 銭  
夏 蚕  マ ユ  ダ シ  

田　　　　米 年 貢 米 → 代 銭  
諏 訪 社 散 米 ：  1/1 3/3 5/5 五 月 会  7/27 御 射 山  9/9 11/3

塩　浜 塩  3/18 塩 4/8 塩 8/10塩 10/21塩 11/23塩 節  料  塩  

海 草 類 帖 和  布  
4/1め 4/15ほ し  め  6/2め 

美 4/15水 雲  
物 4/15海 松  11/20 昆 布  代  

5/5五 月  会  7/27 御 射  山  
└ 御 贄 魚  └ 御 贄 魚  

◎ ◎ 
← 干 鯛 ・ 数 魚  （  小  鯵  ）  月 別 負 担 →  

鮨 桶  節 料  鮨 鯛  
節 料  荒  巻  

女 夫 魚（  鯵）  
1/5大  塩  鯛 ・  無 塩  鯛  3/10～ 28, 4/3 ～ 15 鯛 10/6 ～ 23,11/10 鯛 節  季  鯛  

3/10 ･ 18 ･ 28, 4/9 小 鯛  9/25,10/3 ～ 27,11/10 ～ 28,12 /20 小 鯛  
8/28, 9/14･ 25, 10 /2 小 鯵  10/3 鯵 小 鯵 

盂 蘭 盆 会  
海 └  7 / 11 干  鯖  10/2･ 3 小 鯖  

1/5鱈 12/12･ 20 鱈 
10/15 ･ 17,11/10 鰤 

4/7 鰒 ･  ふ く ら ぎ  9/29大 鰒  10/2 ～ 10 ,12 /塩 鰒  11/10 鰒 
4/7 ふ く  ら  ぎ  10/15,11/19小 鰒  

8/19 ･ 25, 9/18 ･ 29, 10/6 ･ 10  
10/2･ 3 小  

3/12 ～ 30,4/3 ～ 12 鰯 
3/18,4/3 ～ 7 え い  10/15 ･ 17, 11/10 え い  

3/21 鱸 
4/6 鰐 鰐 

鰹 
か な か み  9/29 か ち め  

場　所 品　目 1　月　　  2　月　　 3　月　　 4　月　　  5　月　　  6　月　　  7　月　　 8　月　　 9　月　　 10  月　　 11  月　　　12  月 

魚　類 

美 
物 

3/10 ～ 30, 4/12 礒 魚  
軟体動物・ 7/26 烏 賊  8/28 小 烏  賊  9/25,10/2･ 3 烏 賊  大 烏 賊  
甲  殻  類 3/5 蟹 

 

貝 7/10 ･ 26 鮑 10/15 鮑 12/12 ･ 15 ･ 20 貝 蚫  
7/16 ･ 24 日 内 鮑  
7/10 ･ 26 栄 螺  10/15 栄 螺  
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桶
）
と
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
納
入
さ
れ
る
塩
な
ら
び
に
月
々
の
海
産
物
を
基
軸
に

構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
海
産
物
の
負
担
は
、
さ
ら
に
盆
供
の
魚
・
海
草
や

節
料
の
荒
巻
・
鮨
・
塩
な
ど
、
行
事
に
あ
わ
せ
た
供
物
・
礼
物
も
み
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
Ⅱ
型
よ
り
海
産
物
負
担
の
回
数
と
種
類
が
多
く
、
塩
の
負
担
も
重
視
さ
れ
て

い
た
負
担
状
況
か
ら
推
測
さ
れ
る
Ⅲ
型
海
村
の
生
業
構
造
は
、
漁
撈
つ
い
で
製
塩
を

主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅱ
型
と
の
違
い
と
し
て
、
年
末
や
年
始

に
休
漁
期
間
が
特
に
設
け
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
点
も
指
摘
で
き
る
。
資
源
更
新
や
乱

獲
の
防
止
に
何
ら
か
の
手
だ
て
は
講
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ま
と
ま
っ

た
期
間
の
禁
漁
と
い
う
形
を
と
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
撈
が
年
間

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
Ⅲ
型
海
村
の
特
質
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ⅲ
型
の
両
浦
に
は
先
述
の
と
お
り
領
主
に
よ
り
丈
量
さ
れ
た
田
地
が
あ
り
、
稲
作

も
行
わ
れ
て
い
た
。
志
積
の
田
畠
年
貢
は
二
季
の
祭
礼
と
五
節
供
の
祭
料
に
用
い
ら

れ
、
御
賀
尾
で
は
浦
に
勧
請
さ
れ
た
諏
訪
社
の
神
事
（
年
間
六
回
）
祭
料
に
本
田
年

貢
の
一
部
が
あ
て
ら
れ
る
な
ど
、
田
や
畠
の
年
貢
は
在
地
で
の
祭
祀
秩
序
維
持
に
不

可
欠
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
志
積
の
浦
田
八
段
一
五
〇
歩
が
宮
川

の
新
保
村
（
小
浜
市
新
保
）
に
所
在

� 
御
賀
尾
の
諏
訪
社
神
田
二
段
が
「
加
野

庄
」（
倉
見
荘
加
野
新
田
）
内
の
地
で
立
て
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

� 
浦
の
中

で
の
稲
作
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
鎌
倉
後
期
に
志
積
浦
廻
船

人
等
が
「
自
本
段
歩
耕
作
之
地
無
之
」
と
主
張

�
御
賀
尾
の
年
貢
米
も
鎌
倉
末
期

に
は
代
銭
納
化
し
て
い
る
事
�

そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。 
な
お
、
御
賀
尾
で
は
桑

の
栽
培
と
養
蚕
も
行
わ
れ
て
い
た
。
夏
蚕
の
繭
が
と
れ
た
後
の
七
月
に
桑
代
銭
が
賦

課
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
御
賀
尾
浦
の
ば
あ
い
Ⅲ
型
の
生
業
構
造
を
維
持
し
た
の
は
一
四
世
紀

ま
で
で
あ
っ
て
、
一
五
世
紀
に
は
漁
撈
へ
の
単
一
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
美
物
に
よ
る
浦
年
貢
銭
の
決
済
で
あ
る
。
守
護

領
下
の
御
賀
尾
浦
か
ら
は
、
領
主
の
必
要
に
応
じ
て
生
鮮
海
産
物
を
中
心
と
す
る
美

物
が
現
物
で
納
入
さ
れ
た
。
戦
国
期
に
は
、
納
入
さ
れ
た
美
物
に
は
そ
の
都
度
代
銭

（　

）
１３６し
、

（　

）
１３７ら
、

（　

）
１３８し
、

（　

）
１３９実
は

換
算
額
が
定
め
ら
れ
、
一
年
間
納
入
さ
れ
た
美
物
の
代
銭
総
額
の
う
ち
五
貫
文
は
浦

の
年
貢
銭
と
相
殺
さ
れ
る
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い

�
年
貢
銭
は
五
貫
文
の
定
額
納

で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
浦
の
基
本
負
担
は
生
鮮
品
を
中
心
と
す
る
海
産
物
の
現
物
納

に
よ
っ
て
全
て
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
間
を
通
じ
た
生
鮮

海
産
物
の
供
給
が
私
的
調
達
を
含
み
、
公
私
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
と

お
り
だ
が
、
調
達
さ
れ
た
海
産
物
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
お
よ
ぶ
こ
と
は
表
５
か
ら
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
供
給
体
制
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
と
し
て
は
、

生
業
構
造
の
漁
撈
へ
の
単
一
化
と
い
う
変
化
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ
型
…
漁
撈
＋
製
塩
（
＋
山
野
利
用
・
養
蚕
）
を
生
業
と
す
る
海
村

　

多
烏
浦
（
表
６
）、
丹
生
浦
（
表
７
）、
矢
代
浦
（
表
８
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
Ⅳ

型
の
負
担
体
系
は
、
季
節
を
代
表
す
る
海
産
物
と
、
年
貢
塩
な
ら
び
に
月
々
の
海
産

物
を
基
軸
に
し
て
い
る
点
で
は
Ⅲ
型
と
共
通
し
て
い
る
。
相
違
点
は
、
Ⅲ
型
の
納
期

が
特
定
の
時
期
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
Ⅳ
型
で
は
夏
季
と

秋
季
に
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
物
が
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
海

産
物
は
季
節
ご
と
に
供
給
さ
れ
る
種
類
が
異
な
り
納
期
の
特
定
に
は
向
か
な
い
面
が

あ
る
が
、
夏
季
は
ワ
カ
メ
に
飛
魚
・
鮪
な
ど
夏
の
回
游
魚
や
干
鯛
・
干
鯖
・
鮑
を
加

え
、
秋
季
は
鮨
桶
に
鯛
・
小
鯛
・
荒
巻
・
鮑
な
ど
を
組
合
せ
て
、
六
月
の
夏
年
貢

（
夏
成
）
と
一
一
月
の
秋
年
貢
（
秋
成
）
か
ら
な
る
二
季
収
納
制
を
多
烏
と
丹
生
で

は
採
用
し
て
い
る
。
矢
代
の
ば
あ
い
は
、
六
月
と
一
一
月
の
納
物
の
ほ
か
に
四
月
と

一
〇
月
の
成
物
、
一
月
・
六
月
・
一
二
月
の
参
物
が
あ
り
複
雑
だ
が
、
礼
物
的
性
格

の
強
い
参
物
以
外
の
納
物
と
成
物
は
年
四
回
の
塩
の
納
期
に
あ
わ
せ
た
収
納
制
度
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
納
期
の
特
定
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
漁
撈

と
製
塩
を
生
業
構
造
の
軸
と
す
る
Ⅳ
型
海
村
か
ら
の
収
益
を
領
主
が
捕
捉
す
る
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
Ⅳ
型
の
海
村
に
お
い
て
も
休
漁
期

間
が
一
斉
に
設
け
ら
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
Ⅲ
型
と
同
様
、
漁
撈
が

年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
た
Ⅳ
型
海
村
の
特
質
が
現
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
う
し
た

（　

）
１４０る
。

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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海
村
に
お
け
る
資
源
管
理
の
あ
り
方
を
示
す
事
例
と
し
て
次
の
史
料
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。

　
　
　

禁
制　

殺
生
禁
断
事

　
　

右
毎
月
十
八
日
者
、
観
世
音
菩
薩
御
縁
日
之
間
、
所
加
殺
生
誡
也
、
当
所
両
村

　
　

山
野
江
海
不
可
致
殺
生
（
以
下
略
）

　

こ
れ
は
、
建
武
二
（
一
三
三
五
）
年
三
月
三
日
に
汲
部
・
多
烏
両
浦
に
出
さ
れ
た

禁
制
の
一
文
で
あ
る
。
毎
月
一
八
日
は
観
世
音
菩
薩
の
縁
日
な
の
で
、
山
野
江
海
で

の
殺
生
を
禁
止
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い

�
漁
撈
に
せ
よ
狩
猟
に
せ
よ
乱
獲
は
資

源
の
枯
渇
を
ま
ね
く
。
周
年
漁
撈
に
携
わ
る
Ⅳ
型
の
海
村
に
お
い
て
は
、
毎
月
休
漁

日
を
定
め
る
こ
と
で
、
資
源
の
保
全
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
烏
と
丹
生
の
負
担
か
ら
は
、
浦
内
の
山
で
狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か

が
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
多
烏
で
は
、
狩
猟
に
よ
る
獲
物
の
皮
剥
ぎ
や
皮
の
貢
納
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
丹
生
の
秋
成
に
も
鹿
の
皮
が
み
ら
れ
る
が
、
一
五
世
紀
に

は
代
銭
納
化
し
て
い
る
。
多
烏
に
お
い
て
も
領
主
が
設
定
し
た
狩
倉
山
の
伐
木
が
進

み
、
伐
採
跡
地
が
耕
地
化
す
る
過
程
で
、
狩
倉
の
実
態
は
形
骸
化
し
て
い
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
害
獣
駆
除
的
な
狩
猟
は
継
続
し
た
か
も
し
れ
な

�
そ
の
他
、
山
野

利
用
を
示
す
負
担
物
と
し
て
は
、
矢
代
の
節
季
物
に
み
え
る
茅
筵
や
野
老
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

獣
皮
は
武
具
の
材
料
と
し
て
領
主
的
需
要
が
高

�
海
岸
の
背
後
に
山
が
迫
る
浦

に
狩
倉
山
が
設
定
さ
れ
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
奢
侈
品
で
あ
る

絹
の
原
料
生
産
に
あ
た
る
養
蚕
も
、
田
地
の
少
な
い
海
村
で
領
主
に
よ
り
奨
励
さ
れ

た
生
業
で
あ
っ
た
。
多
烏
で
賦
課
さ
れ
た
上
葉
代
は
桑
葉
の
貢
納
が
代
銭
納
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
丹
生
で
は
蘇
芳
の
絹
の
代
銭
が
負
担
品
目
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
浦
で
の
養
蚕
を
前
提
と
し
た
負
担
と
み
ら
れ
る
が
、
海
村
の
住
人
が
ど
こ
ま

で
主
体
的
に
養
蚕
に
と
り
く
ん
で
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。

　　

以
上
、
負
担
史
料
に
も
と
づ
い
て
復
元
し
た
生
業
暦
の
比
較
検
討
か
ら
、
中
世
海

（　

）
１４１る
。

（　

）
１４２い
。

（　

）
１４３く
、

村
を
四
類
型
に
分
類
し
た
が
、
負
担
関
係
か
ら
の
復
元
は
海
村
の
生
業
の
全
体
を
示

す
も
の
で
は
な
く
、
負
担
史
料
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
生
業
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
越
前
・
若
狭
の
中
世
海
村
の
生
業
で
、
負
担
史
料
に
あ
ら

わ
れ
な
い
最
も
重
要
な
生
業
は
廻
船
業
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
事
例
ば
か
り
だ
が
、
上

記
に
と
り
あ
げ
た
海
村
の
廻
船
関
係
の
記
事
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

河
野
浦
（
Ⅱ
型
）
…
少
な
く
と
も
一
五
世
紀
後
半
以
降
、
隣
の
今
泉
浦
と
と
も
に

　
　

港
湾
都
市
の
敦
賀
な
ど
か
ら
船
荷
が
着
岸
す
る
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
。
両
浦

　
　

の
廻
船
は
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
用
事
を
勤
め
る
こ
と
で
、
そ
の
活
動
を
保
障
さ

　
　

れ
る
関
係
に
あ
っ
�

　

志
積
浦
（
Ⅲ
型
）
…
鎌
倉
後
期
に
志
積
の
廻
船
人
が
、
越
前
の
三
国
湊
で
足
羽
神

　
　

宮
寺
の
勧
進
僧
に
よ
っ
て
能
米
を
点
定
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
�

　

御
賀
尾
浦
（
Ⅲ
型
）
…
御
賀
尾
の
住
人
も
ま
た
越
前
足
羽
で
、
北
荘
公
文
所
に
塩

　
　

船
を
お
さ
え
ら
れ
る
と
い
う
事
件
を
起
こ
し
て
い
�

　

多
烏
浦
（
Ⅳ
型
）
…
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
二
月
に
多
烏
浦
の
船
徳
勝
が
、
若

　
　

狭
国
守
護
分
の
船
と
し
て
「
国
々
津
泊
関
々
」
で
の
煩
い
を
免
除
さ
れ
る
べ
き

　
　

銘
を
記
し
た
旗
章
を
与
え
ら
れ
て
い
�

　

矢
代
浦
（
Ⅳ
型
）
…
正
和
五
（
一
三
一
六
）
年
ご
ろ
、
矢
代
浦
の
住
人
栗
駒
宗
延

　
　

・
延
永
が
三
国
湊
の
住
人
ら
を
幕
府
に
訴
え
て
い
�

　

製
塩
と
漁
撈
を
主
生
業
と
す
る
Ⅱ
型
・
Ⅲ
型
・
Ⅳ
型
の
海
村
い
ず
れ
も
が
、
日
本

海
の
港
湾
都
市
を
行
き
来
す
る
廻
船
業
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
類
型
の
海
村
で
は
製
塩
や
漁
撈
が
廻
船
業
と
人
的
・
物
的
に
結
び
つ
く
こ

と
で
経
済
が
成
り
立
ち
、
そ
の
結
果
が
生
業
暦
に
反
映
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

 

（　

）
１４４た
。

（　

）
１４５る
。

（　

）
１４６る
。

（　

）
１４７る
。

（　

）
１４８る
。
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表 6　多烏浦の生業暦 

夏年貢 秋 年 貢 

山　野 猪　皮 狩倉山→ 猪皮 （ 納期未詳 ） 

畠　　　桑 上葉代（ 納期未詳 ） 

（ 納期未詳 ） 田　　　米 押入銭（ 出挙 ） ：下ろし米 → 銭納 

塩　 

浜 年貢塩（ 山手塩・塩釜年貢）→ 銭納（納期未詳） 

海草類 帖和布 
小和布 小 和 布 

魚　類 干鯛代 干 鯛 代 
甘鮨代 甘 鮨 代 

鮨桶代 
海 飛魚網地年貢（ 納期未詳 ） 

雑魚 雑魚 
◎ ◎ 

← 月別菜代用途負担 → 
神祭 

貝　類　 鮑代 └鮑代 

場　所 品　目 1 月　   2 月　   3 月　　4 月　　 5 月　   6 月　　 7 月　   8 月　   9 月　　10 月　  11 月　　12 月 

塩 塩 

表 7　丹生浦の生業暦 

夏成 秋成 
山　野 鹿　皮 鹿皮代（ 秋季納入） 

桑　畠 絹 蘇芳絹代（ 秋季納入） 

田　　　米 米 → 銭納 

塩　浜 塩 塩釜年貢塩（ 納 期 未 詳） 

海草類 若菜海苔 帖（ 広） 和 布 
心太 
布海苔 

魚　類 若菜懸鯛 大鯛 
神祭 
└櫃の小鯛 小 鯛 

飛魚 
鮪のあちやきれ 
大網得分（ 身 欠 鮪 ･ 鯖･ 鰆） 

盂蘭盆会 
海 

飛魚 ┘ 
小鯵 ┘ 
刺鯖 ┘ つ なぎ 鯖 鮨 鯖 

神田の荒巻（ 鯖 ） 
節季の荒巻 
火の魚の鮭 

大鰒 
小鰹 

◎ ◎ 
←月の御菜負担→ 神祭 

貝類 貝 蚫 めの鮑代 └小鮑代 

場　所 品　目 1 月　   2 月　   3 月　　4 月　　 5 月　   6 月　　 7 月　   8 月　   9 月　　10 月　 11 月　　12 月 
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表 8　矢代浦の生業暦 

参 物  成 物  納 物  成  物  納 物  参 物  
参 物  

節 季 茅 筵  
節 季 野 老  
↑ 饗 応  

米 

山
野
 

米 米  米  米  
↑ 宿 分（  一 部 控 除 ）  ↑ 宿  分  ↑  宿  分  ↑ 宿 分  

田　　　　餅 1/6年  始  礼（  代 官  館 ）  
└ 鏡 餅（  黒 米）  ･  切  餅  ・  花  平  餅  
↑  饗  応 ・  引 出  物  藁　筵 節 季  藁  筵  

塩　　　　塩 塩 塩  塩  塩  
浜 ↑ 宿 分  ↑  宿  分  ↑ 宿 分  ↑ 宿 分  

海 草 類 束 和 布  重  和  布  
↑ 宿 分  ↑  宿  分（  納 物）  饗 応（  参 物）  

二 枚 和 布  
1/6年  始  礼（  代 官  館 ）  

魚　類 

貝　類 

└ 鯖  
↑  饗  応 ・  引 出  物  

1/11年 始  礼 （  地 頭 館）  
└ 鯛  櫃 魚（  鯛）  
↑  饗  応 ・  引 出  物  ↑ 宿 分  

大 物 小 鯛  節  季  小  鯛  鮨  
↑ 宿  分  

飛 魚  
干 あ ご  
↑ 饗 応  

海 

櫃 魚（  大 鰒  ･  小 魚）  
↑ 宿 分  
節 季 か か り  め  
節 季  鯵  鮨  
↑ 饗  応  

鱈 
な つ し 物  
↑ 饗 応  

◎ ◎ 
1/6 ･ 14 年 越  肴  毎  月  1 日 に 朔 日 肴  節 分 に 節 分 肴  3/3, 5/5, 9/9 に 節 供 肴  数 物 年 中 に 参 る  

1/11 年 始  礼  （ 地 頭 館）  

場　所 品　目 1　月　　  2　月　　 3　月　　 4　月　　  5　月　　  6　月　　  7　月　　 8　月　　 9　月　　 10  月　　 11  月　　　12  月 

茅　筵 
野　老 

└ 鮑  
↑  饗  応 ・  引 出  物  

井 貝  
一 切  貝  
↑ 宿  分  
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笘
ま
と
め
―
中
世
海
村
の
特
質

　

本
稿
で
は
越
前
・
若
狭
の
中
世
海
村
を
対
象
に
、
負
担
史
料
を
も
と
に
生
業
暦
を

復
元
し
、
各
月
の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
業
の
複
合
の
あ
り
方
か
ら
海
村

の
類
型
化
も
試
み
た
。
負
担
関
係
と
い
う
限
ら
れ
た
側
面
か
ら
観
察
さ
れ
た
生
業
の

姿
で
は
あ
っ
た
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
中
世
海
村
の
特
質
が
見
い
だ
せ
る
と
思
う
。

　
　

中
世
に
浦
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
海
村
の
生
業
構
造
は
多
様
で
あ
っ
た
が
、

（一）
稲
作
の
比
重
は
総
じ
て
低
い
。
そ
れ
は
耕
作
地
と
し
て
利
用
可
能
な
空
間
が
乏

し
い
海
村
共
通
の
立
地
環
境
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
土
地
条
件
に

も
か
か
わ
ら
ず
浦
を
一
つ
の
所
領
単
位
に
設
定
し
た
理
由
は
、
海
村
固
有
の
機

能
を
領
主
が
期
待
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
領
主
が
海
村
に
期
待
す
る
機

能
は
、
塩
と
海
産
物
の
供
給
の
ほ
か
、
畠
作
物
・
山
野
の
産
物
、
養
蚕
に
よ
る

絹
、
狩
猟
に
よ
る
獣
皮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
に
関
わ
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
河
野
浦
の
船
が
朝
倉
氏
の
「
御
用
」
を
つ
と
め
た
よ
う
に
、
海
村
部
の

廻
船
業
の
掌
握
も
領
主
の
交
通
支
配
の
根
幹
を
な
し
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、

生
業
の
複
合
の
あ
り
方
は
海
村
ご
と
に
多
様
で
あ
り
、
上
記
の
諸
機
能
が
全
て

果
た
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
各
海
村
に
お
け
る
負
担
体
系
は
、
①
領
主

の
政
策
に
加
え
て
、
当
該
海
村
の
②
生
産
条
件
と
③
生
業
構
成
と
い
う
三
要
因

が
相
互
に
作
用
す
る
な
か
で
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

稲
作
の
比
重
が
低
い
中
世
海
村
の
生
業
構
造
は
、
外
部
的
複
合
の
形
態
を
と
っ

（二）
て
い
た
。
外
部
的
複
合
と
は
民
俗
学
の
安
室
知
氏
が
定
立
し
た
概
念
で
、「
と

く
に
ひ
と
つ
の
生
業
だ
け
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、
並
立
す
る
生
業
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
傾
向
性
」
を
指
し
、「
あ
る
特
定
の
生
業
技
術
に
高
度
に
特
化
す

る
中
で
起
こ
る
」
内
部
的
複
合
生
業
と
対
置
さ
れ
�

中
世
海
村
の
生
業
暦
は
、

漁
撈
・
製
塩
・
畠
作
・
稲
作
・
養
蚕
・
狩
猟
・
採
集
な
ど
が
季
節
的
に
組
み
合

わ
さ
れ
て
海
村
の
一
年
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
生
業

（　

）
１４９る
。

暦
は
、
水
田
稲
作
に
よ
る
農
事
暦
に
他
の
生
業
活
動
も
組
み
込
ま
れ
る
複
合
の

あ
り
方
と
は
異
な
り
、
複
数
の
生
業
が
横
並
び
で
併
存
す
る
生
業
複
合
の
あ
り

方
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
複
合
の
様
相
は
海
村
ご
と
に
違
い
、
生
業

の
組
合
せ
方
に
よ
っ
て
海
村
を
四
つ
に
類
型
化
し
た
。
な
お
、
こ
の
四
類
型
と

は
別
に
、
御
賀
尾
浦
で
は
一
五
世
紀
以
降
に
漁
撈
へ
の
単
一
化
傾
向
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
の
単
一
化
の
背
景
に
は
、
生
鮮
海
産
物
に
対
す
る
領
主
的
需
要
の
拡

大
と
遠
隔
地
へ
の
生
鮮
品
供
給
を
可
能
な
ら
し
め
る
流
通
条
件
の
向
上
が
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　

製
塩
と
漁
撈
の
組
合
せ
を
生
業
構
成
の
基
本
と
す
る
海
村
（
Ⅱ
型
・
Ⅲ
型
・
Ⅳ

（三）
型
）
に
お
け
る
負
担
体
系
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
、
塩
と
小
魚
の
月
別
負
担
と
ワ

カ
メ
（
上
半
期
）・
鮨
桶
（
下
半
期
）
に
代
表
さ
れ
る
季
節
的
負
担
と
の
組
合

せ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
負
担
物
の
納
期
が
一
時
期
に
集
中
し
な
い
と
こ

ろ
に
、
複
数
の
生
業
暦
が
ず
れ
な
が
ら
重
な
り
合
っ
た
海
村
の
生
業
構
造
の
反

映
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
Ⅳ
型
の
よ
う
に
二
季
収
納
制
が
採
用
さ
れ

る
海
村
も
み
ら
れ
た
。
Ⅳ
型
の
海
村
で
は
、
基
本
負
担
に
夏
と
秋
の
回
游
魚
を

組
合
せ
、
ま
た
指
定
品
目
が
調
達
で
き
な
い
場
合
は
代
銭
納
や
代
物
納
と
い
っ

た
弾
力
的
な
収
取
方
式
を
用
い
る
こ
と
で
、
納
期
の
特
定
化
が
実
現
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
は
、
網
場
漁
業
の
発
達
に
よ
る
季
節
の
回
游

魚
の
安
定
的
な
確
保
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
�

　
　

中
世
海
村
の
負
担
は
、
矢
代
浦
で
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
参
物
」
系
統

（四）

　
　

と
「
成
物
」
系
統
と
に
二
分
で
き
る
。「
参
物
」
系
統
と
は
、
①
年
始
・
歳
末

の
礼
物
や
②
五
節
供
や
神
祭
で
捧
げ
ら
れ
る
節
料
な
ど
、
儀
礼
・
神
事
用
の
品

と
し
て
用
い
ら
れ
た
負
担
を
指
す
。
①
の
礼
物
に
は
祝
儀
性
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
品
目
・
形
状
・
大
き
さ
に
も
注
意
が
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
礼
物
に
は
領
主
に

よ
る
饗
応
・
下
行
が
付
き
も
の
で
、
下
行
物
に
も
祝
儀
性
が
認
め
ら
れ
る
。
年

始
や
歳
末
は
、
領
主
と
浦
と
の
双
務
的
な
関
係
が
再
確
認
さ
れ
る
季
節
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
②
の
節
料
の
本
来
的
な
性
質
は
神
饌
で
あ
っ
た
。
祭
礼
に
お
け

（　

）
１５０う
。

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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る
魚
の
奉
納
や
贄
狩
は
、
漁
村
と
し
て
の
浦
の
立
場
を
象
徴
す
る
行
為
と
し
て

の
意
味
を
も
ち
、
漁
業
権
を
正
当
化
す
る
根
拠
に
も
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
「
参
物
」
系
統
で
は
河
野
浦
の
神
事
供
物
の
よ
う
に
季
節
を
越
え
て

特
定
品
目
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
季
節
の
旬
の
産
物
に

よ
る
負
担
が
「
成
物
」
系
統
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
参
物
」
に
も
年
始
の

若
菜
や
盆
供
の
畠
作
物
の
よ
う
に
、
初
物
の
性
格
を
も
つ
品
目
が
あ
り
、
季
節

性
が
反
映
さ
れ
な
い
と
は
一
概
に
い
え
な
い
。
ま
た
、
二
季
収
納
制
な
ど
納
期

の
特
定
化
が
進
ん
だ
海
村
で
は
、
納
期
の
近
い
「
参
物
」
と
「
成
物
」
と
を
一

体
化
さ
せ
な
が
ら
負
担
制
度
を
整
備
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

中
世
海
村
の
生
業
活
動
と
資
源
利
用
を
保
障
す
る
方
式
に
は
、
①
資
源
利
用
休

（五）
止
期
間
の
設
定
、
②
領
主
に
よ
る
下
行
と
出
挙
、
③
代
物
・
代
銭
納
制
の
採
用

な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
①
は
Ⅰ
型
や
Ⅱ
型
の
海
村
で
み
ら
れ
た
方
式
で
、
資
源

利
用
の
解
禁
時
に
口
明
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
例
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
口
明

神
事
ま
で
は
対
象
と
な
る
空
間
（
山
・
海
・
浜
）
で
の
資
源
利
用
は
禁
止
さ
れ

る
。
口
明
神
事
で
神
に
捧
げ
る
物
を
採
取
し
た
あ
と
で
、
そ
の
場
で
の
資
源
利

用
は
解
禁
さ
れ
た
。
自
然
空
間
で
の
資
源
利
用
を
一
定
期
間
休
止
す
る
こ
と
で
、

資
源
の
自
然
更
新
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ

�
①
の
方
式
が
み
ら
れ
な
い
海
村

で
も
、
毎
月
休
漁
日
を
設
け
て
い
た
多
烏
浦
の
よ
う
に
、
資
源
保
全
の
手
だ
て

は
講
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
良
浦
で
は
山
の
口
明
け
に
あ
わ
せ
て
銭
が
浦

に
下
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
領
主
に
よ
る
支
給
が
②
に
あ
た
る
。
口
明
け
の
下
行

は
、
用
益
開
始
時
に
領
主
が
果
た
す
勧
業
行
為
と
理
解
で
き
る
が
、
②
の
方
式

に
は
、
銭
や
浦
の
非
自
給
物
資
の
下
行
の
ほ
か
、
負
担
物
の
一
部
控
除
や
米
を

貸
与
し
銭
で
回
収
す
る
出
挙
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
藤
木
氏
は
、
人
夫
へ

の
食
糧
支
給
（
代
飯
）
を
江
良
や
河
野
で
、
領
主
の
使
者
の
接
待
に
と
も
な
う

控
除
（
宿
分
）
を
矢
代
の
事
例
で
確
認
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
給
与
や
控
除
分

が
、
領
主
と
浦
と
の
交
渉
対
立
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
藤
木

氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
こ
の
対
立
か
ら
、
住
民
が
領
主
の
反
対
給
付
を
海
村
の

（　

）
１５１る
。

再
生
産
維
持
に
不
可
欠
の
存
在
と
し
て
意
識
し
て
い
た
背
景
を
読
み
と
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

海
村
の
生
業
舞
台
は
海
・
浜
・
山
と
い
う
自
然
空
間
が
中
心
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
そ
の
産
物
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
負
担
の
納
入
に
は
、
資
源
量
の
変
動
が

左
右
し
、
不
安
定
性
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
他
面
、
海
や
山
に
は
食
材
や
加
工
品

の
原
材
料
と
な
り
う
る
多
種
多
様
な
資
源
が
潜
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
海
村

の
条
件
に
対
応
し
た
弾
力
的
な
収
取
形
態
が
、
③
の
代
物
・
代
銭
納
制
で
あ
っ

た
。
指
定
の
負
担
品
目
が
調
達
で
き
な
い
場
合
は
、
他
の
物
に
か
え
て
納
入
す

る
。
あ
る
い
は
銭
納
で
済
ま
せ
る
。
負
担
品
目
に
対
す
る
代
銭
額
の
設
定
は
、

代
物
納
の
査
定
基
準
を
示
す
う
え
で
も
必
要
と
さ
れ

�
ま
た
、
銭
納
は
廻
船

業
を
自
ら
営
み
、
銭
貨
獲
得
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
海
村
住
民
に
と
っ
て
も
、
都

合
の
よ
い
貢
納
形
態
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
代
物
・
代
銭
納
制
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
海
村
が
有
す
る
外
部
的
な
生
業
の
複
合
性
は
保
障
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
�

　（
１
）　

白
水
智
「
中
世
海
村
の
外
部
交
流
に
つ
い
て
」（『
中
央
史
学
』
一
一
、
一
九
八
八
年
）、
同

「
中
世
海
村
の
百
姓
と
領
主
」（『
列
島
の
文
化
史
』
九
、
一
九
九
四
年
）、
盛
本
昌
広
「
後
北

条
領
国
に
お
け
る
海
村
の
負
担
」（『
歴
史
手
帖
』
二
二
│
一
一
、
一
九
九
四
年
）、
拙
稿
「
中

世
の
海
村
と
山
村
」（『
日
本
史
研
究
』
三
九
二
、
一
九
九
五
年
）
ほ
か
。

（
２
）　

木
村
茂
光
「
中
世
農
民
の
四
季
」（
戸
田
芳
実
編
『
中
世
の
生
活
空
間
』
有
斐
閣
、
一
九
九

三
年
）。

（
３
）　

安
室
知
「
複
合
生
業
論
」（
野
本
寛
一
・
香
月
洋
一
郎
編
、
講
座
日
本
の
民
俗
学
５
『
生
業

の
民
俗
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）。
な
お
、
安
室
氏
は
日
本
の
民
俗
１
『
海
と
里
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
〜
一
二
頁
で
、
海
の
生
業
を
基
盤
と
し
た
村
（
海
付
の

村
）
の
特
徴
を
六
点
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　

藤
木
久
志
『
村
と
領
主
の
戦
国
世
界
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
第
三
章
「
村

の
公
事
」（
初
出
は
一
九
九
〇
年
）・
第
四
章
「
村
の
指
出
」（
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
５
）　

生
業
史
研
究
に
生
態
学
の
視
点
を
導
入
し
た
研
究
と
し
て
、
橋
村
修
「
近
世
漁
場
の
占
有
・

利
用
と
自
然
生
態
と
の
関
わ
り
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
三
、
二
〇
〇

（　

）
１５２た
。

註
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五
年
）、
佐
野
静
代
『
中
近
世
の
村
落
と
水
辺
の
環
境
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）

第
Ⅱ
部
第
一
章
「
湖
の
御
厨
の
環
境
史
」（
初
出
は
二
〇
〇
六
年
）
が
注
目
さ
れ
る
。

（
６
）　
『
越
廼
村
誌
』
本
編
（
越
廼
村
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
７
）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
５
（
福
井
県
、
一
九
八
五
年
）「
山
本
重
信
家
文
書
」
二
号
。
な
お
、

高
木
久
史
氏
は
「
越
前
海
岸
中
世
史
の
一
齣
」（『
第　

回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５
シ

20

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
山
と
地
域
文
化
を
考
え
る
）
資
料
集
』
第　

回
国
民
文
化
祭
越
前
町
実
行
委

20

員
会
、
二
〇
〇
五
年
）
で
、「
越
知
神
社
文
書
」
所
収
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
八
月
付
の
年

貢
注
文
（『
福
井
県
史
』
資
料
編
５
）
に
み
え
る
「
浦
の
納
所
」
を
分
析
し
、
こ
の
「
浦
」
が

居
倉
浦
ま
た
は
そ
の
周
辺
の
浦
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
浦
の
納
所
」

に
は
負
担
物
の
納
期
記
載
が
な
く
、
居
倉
の
負
担
分
も
確
定
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
同

史
料
を
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
。
高
木
論
文
は
同
史
料
の
ほ
か
、
河
野
・
今
泉
・
敦
賀
な
ど
の

史
料
を
用
い
て
、
海
村
部
（
ハ
マ
）
と
内
陸
部
（
サ
ト
）
と
の
間
の
産
品
の
移
動
に
つ
い
て

　
　

考
察
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）　
『
河
野
村
誌
』（
河
野
村
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
９
）　
『
河
野
村
誌
』
資
料
編
（
河
野
村
、
一
九
八
〇
年
）「
刀
禰
新
左
衛
門
家
文
書
」
一
号
。

（　

）　

稲
葉
継
陽
「
戦
国
の
海
村
」（
藤
木
久
志
・
荒
野
泰
典
編
著
『
荘
園
と
村
を
歩
く
』
校
倉
書

10

房
、
一
九
九
七
年
）。

（　

）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
８
（
福
井
県
、
一
九
八
九
年
）「
刀
根
春
次
郎
家
文
書
」（
以
下
、

11
「
刀
根
家
文
書
」
と
略
す
）
五
号
。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
五
一
頁
。

12
（　

）　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

福
井
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

13

18

（　

）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
２
（
福
井
県
、
一
九
八
六
年
）「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
文
書
」

14

一
四
号
。

（　

）　

宇
佐
見
隆
之
「
浦
と
村
」（
後
藤
雅
知
・
吉
田
伸
之
編
『
水
産
の
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、

15

二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（　

）　
「
賀
茂
御
祖
皇
大
神
宮
諸
国
神
戸
記
」（
以
下
、「
神
戸
記
」
と
略
す
）
所
載
文
書
。
本
稿
で

16

は
、
同
所
載
文
書
に
つ
い
て
は
全
て
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し

た
。
な
お
、
神
戸
記
の
丹
生
浦
関
係
史
料
を
用
い
た
代
表
的
な
研
究
に
、
下
村
效
「
鴨
社
領

若
狭
国
丹
生
浦
」（『
国
史
学
』
八
九
、
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。

（　

）　

拙
稿
「
中
世
後
期
に
お
け
る
生
鮮
海
産
物
の
供
給
」（『
小
浜
市
史
紀
要
』
六
、
一
九
八
七

17

年
）
参
照
。

（　

）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
８
「
大
音
正
和
家
文
書
」（
以
下
、「
大
音
家
文
書
」
と
略
す
）
六
四

18

号
。

（　

）　
『
福
井
県
史
』
通
史
編
２
（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）
四
一
四
頁
。

19
（　

）　

拙
稿
「
水
面
領
有
の
中
世
的
展
開
」（『
日
本
史
研
究
』
三
七
三
、
一
九
九
三
年
）、
前
掲
白

20

水
「
中
世
海
村
の
百
姓
と
領
主
」
参
照
。

（　

）　

香
月
洋
一
郎
「
海
村
の
景
観
に
歴
史
を
読
む
」（
週
刊
朝
日
百
科
『
日
本
の
歴
史
』
６
、
一

21

九
八
六
年
）。

（　

）　
『
小
浜
市
史
』
諸
家
文
書
編
三
（
小
浜
市
役
所
、
一
九
八
一
年
）「
中
世
文
書
」（
以
下
、

22
「
中
世
文
書
」
と
略
す
）
七
一
号
。

（　

）　

同
前
、
七
二
号
。

23
（　

）　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

福
井
県
』
参
照
。

24

18

（　

）　

永
和
二
年
八
月
日
、
矢
代
浦
刀
祢
百
姓
等
申
状
案
、『
福
井
県
史
』
資
料
編
９
（
福
井
県
、

25

一
九
九
〇
年
）「
栗
駒
清
左
ヱ
門
家
文
書
」（
以
下
、「
栗
駒
家
文
書
」
と
略
す
）
五
号
。

（　

）　
『
わ
か
さ
宮
川
の
歴
史
』（
宮
川
公
民
館
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

26
（　

）　
「
栗
駒
家
文
書
」
一
五
号
。

27
（　

）　

同
前
、
二
〇
号
。

28
（　

）　

同
前
、
二
二
号
。

29
（　

）　

同
前
、
二
三
号
。

30
（　

）　

同
前
、
二
四
号
。

31
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
七
七
頁
。

32
（　

）　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

福
井
県
』
参
照
。

33

18

（　

）　

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
第
二
部
第
二
章
「
若
狭
の
海
民
」
参
照
。

34
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

35

14

（　

）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編
９
「
安
倍
伊
右
衛
門
家
文
書
」（
以
下
、「
安
倍
家
文
書
」
と
略
す
）

36

八
号
。

（　

）　

斉
藤
槻
堂
『
越
前
若
狭
の
民
俗
事
典
』（
越
前
若
狭
の
民
俗
事
典
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
。

37

以
下
、『
民
俗
事
典
』
と
略
す
）「
六
日
年
越
」。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
八
三
頁
。

38
（　

）　

註
（　

）
参
照
。

39

37

（　

）　
「
刀
根
家
文
書
」
七
号
。

40
（　

）　
『
民
俗
事
典
』「
睦
月
神
事
」。
前
掲
藤
木
著
書
、
六
五
頁
参
照
。

41
（　

）　

元
弘
二
年
一
〇
月
日
、
汲
部
・
多
烏
両
浦
地
頭
方
年
貢
銭
注
文
并
諸
公
事
代
銭
請
文
案

42
（「
中
世
文
書
」
七
〇
号
）。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
八
三
頁
。

43
（　

）　

日
本
の
食
生
活
全
集　

『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
七
年
）

44

18

八
五
頁
。

（　

）　
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌
』
第
一
巻
暮
ら
す
・
生
き
る
（
美
浜
町
、
二
〇
〇
二
年
）
三
五
五
頁
。

45
（　

）　
「
神
戸
記
」
所
載
文
書
。

46
（　

）　
『
民
俗
事
典
』「
掛
鯛
」。

47
（　

）　

な
お
、
秋
道
智
彌
氏
に
よ
れ
ば
、
鯛
・
鱈
の
ほ
か
、
鰹
・
鮭
・
鰯
・
鰤
・
鮒
な
ど
を
二
尾
、
正

48

月
や
祝
い
事
の
縁
起
物
と
し
て
家
の
玄
関
に
か
ざ
る
懸
魚
の
習
俗
は
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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れ
て
い
る
と
い
う
（
秋
道
「
魚
の
民
俗
」『
魚
の
科
学
事
典
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

49

42

（　

）　

元
亨
四
年
一
一
月
二
日
、
多
烏
浦
預
所
方
年
貢
請
取
状
并
月
別
菜
代
用
途
請
取
状
（「
中
世

50

文
書
」
六
六
号
）。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
六
〇
頁
。

51
（　

）　

水
本
邦
彦
『
草
山
の
語
る
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

52
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
六
二
頁
。

53
（　

）　

前
註
書
、
五
六
頁
。

54
（　

）　

桜
井
英
治
「
中
世
に
お
け
る
物
価
の
特
性
と
消
費
者
行
動
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

55

究
報
告
』
一
一
三
、
二
〇
〇
四
年
）。
た
だ
し
、
桜
井
氏
の
指
摘
は
兵
庫
北
関
を
通
関
し
た
瀬

戸
内
海
地
域
産
の
塩
の
月
別
動
態
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
見
解
で
あ
り
、
自
然
揚
浜
法
に
よ
っ

て
採
鹹
さ
れ
た
と
さ
れ
る
中
世
若
狭
湾
・
越
前
海
岸
地
域
に
お
け
る
製
塩
期
間
の
問
題
は
、
独

自
に
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
塩
の
納
期
か
ら
推
定
さ
れ
る
製
塩
期
間

の
提
示
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
課
題
と
し
た
い
。
製
塩
技
術
に
つ
い
て
は
、
廣
山
堯
道
『
日
本

製
塩
技
術
史
の
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
六
三
頁
。

56
（　

）　

大
永
二
年
三
月
吉
日
、
上
瀬
宮
祭
礼
神
事
次
第
写
（『
福
井
県
史
』
資
料
編
８
「
宇
波
西
神

57

社
文
書
」
七
号
）。

（　

）　

拙
稿
「
中
世
後
期
の
荘
郷
秩
序
と
漁
村
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
九
、
一
九
九
四
年
）

58

参
照
。

（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
二
九
〇
頁
。

59
（　

）　

前
註
書
、
二
九
四
頁
。

60
（　

）　

建
暦
二
年
九
月
日
、
越
前
気
比
宮
政
所
作
田
所
当
米
等
注
進
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編

61

第
四
巻
、
一
九
四
五
号
）。
な
お
、
本
史
料
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
に
、
外
岡
慎
一
郎
「
中

世
気
比
社
領
の
基
礎
的
考
察
」（『
福
井
県
史
研
究
』
一
一
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。

（　

）　

文
保
二
年
九
月
一
〇
日
、
某
袖
判
中
務
丞
源
奉
下
知
状
（「
大
音
家
文
書
」
三
七
号
）。

62
（　

）　

宮
下
章
『
海
藻
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四
年
）
二
七
八
頁
。

63
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

64

42

（　

）　

延
慶
三
年
卯
月
八
日
、
勧
請
諏
訪
大
明
神
宝
前
色
々
勤
行
課
役
等
定
書
（「
大
音
家
文
書
」

65

二
七
号
）。

（　

）　

保
立
道
久
『
物
語
の
中
世
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
第
二
章
「『
彦
火
々
出

66

見
尊
絵
巻
』
と
御
厨
的
世
界
」（
初
出
は
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（　

）　

正
安
四
年
一
〇
月
二
三
日
、
気
比
大
神
宮
政
所
下
文
（『
福
井
県
史
』
資
料
編
８
「
秦
実
家

67

文
書
」
四
号
）。

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

68

61

（　

）　
「
中
世
文
書
」
一
〇
〇
号
。

69

（　

）　

永
享
七
年
六
月
一
五
日
、
丹
生
浦
年
貢
目
録
（「
神
戸
記
」
所
載
文
書
）。
年
月
日
未
詳
、

70

丹
生
浦
夏
成
半
分
注
文
（
同
前
）。
年
未
詳
六
月
二
九
日
、
丹
生
浦
夏
成
注
文
（
同
前
）。

（　

）　

前
掲
『
越
廼
村
誌
』
本
編
、
一
九
二
頁
。

71
（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
二
九
四
頁
。

72
（　

）　

前
掲
宮
下
著
書
、
二
九
四
頁
。

73
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

74

70

（　

）　

前
掲
下
村
論
文
を
参
照
。

75
（　

）　

川
上
行
蔵
『
食
生
活
語
彙
五
種
便
覧
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
二
二
〇
頁
。

76
（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
二
八
三
頁
。

77
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
八
四
頁
。

78
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

79

61

（　

）　

前
掲
木
村
論
文
。

80
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
五
六
頁
。

81
（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
九
五
頁
。

82
（　

）　
『
福
井
県
史
』
資
料
編　

（
福
井
県
、
一
九
八
四
年
）
三
八
二
頁
、
参
照
。

83

15

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
六
三
頁
。

84
（　

）　

天
文
二
一
年
六
月
二
九
日
、
宮
川
肴
代
日
記
（「
大
音
家
文
書
」
二
四
九
号
）。

85
（　

）　

田
村
勇
『
サ
バ
の
文
化
誌
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
五
六
頁
。

86
（　

）　

坪
井
洋
文
「
生
飯
」（『
日
本
史
大
事
典
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）。

87
（　

）　

木
村
茂
光
氏
は
、
盂
蘭
盆
会
が
行
わ
れ
る
背
景
と
し
て
、
畠
作
物
の
収
穫
に
よ
っ
て
飢
え

88

と
疫
病
の
季
節
で
あ
る
夏
を
生
き
長
ら
え
、
肉
体
の
再
生
を
確
実
な
も
の
に
し
た
農
民
の
喜

び
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
木
村
論
文
、
一
〇
八
頁
）。

（　

）　
『
民
俗
事
典
』「
七
日
盆
」。

89
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

90

65

（　

）　

正
和
五
年
九
月
一
八
日
、
某
袖
判
下
知
状
（「
大
音
家
文
書
」
三
三
号
）。

91
（　

）　

正
和
四
年
九
月
九
日
、
某
袖
判
中
務
丞
源
奉
下
知
状
（「
大
音
家
文
書
」
三
一
号
）
に
は
、

92
「
諏
方
本
社
下
宮
毎
年
御
贄
事
、
当
浦
月
菜
内
干
鯛
拾
・
員
魚
六
十
、
毎
年
預
置
刀
祢
丸
、
以

便
宜
可
被
運
送
社
家
也
」
と
あ
り
、
諏
訪
本
社
に
贄
と
し
て
送
進
す
る
干
魚
に
「
干
鯛
」
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（　

）　

年
未
詳
霜
月
八
日
、
江
良
浦
納
所
銭
注
文
案
（「
刀
根
家
文
書
」
一
七
号
）。

93
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
五
六
頁
。

94
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

95

93

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

96

61

（　

）　
「
大
音
家
文
書
」
二
四
五
号
。

97
（　

）　

竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
三
年
）
一
七
四
頁
。

98
（　

）　

鈴
木
克
美
『
鯛
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
二
年
）
二
〇
八
頁
。

99
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79

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

100

85

（　

）　

前
掲
拙
稿
「
中
世
後
期
に
お
け
る
生
鮮
海
産
物
の
供
給
」。

101
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

102

61

（　

）　

年
未
詳
一
一
月
一
〇
日
、
丹
生
浦
節
季
注
文
（「
神
戸
記
」
所
載
文
書
）。
天
正
一
四
年
、

103

丹
生
浦
夏
成
秋
成
注
文
（
同
前
）。

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

104

98

（　

）　

川
上
行
蔵
『
日
本
料
理
事
物
起
源
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
一
頁
。

105
（　

）　

盛
本
昌
広
「
室
町
期
に
お
け
る
食
品
の
贈
答
と
容
器
」（『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
四
一
│
六
、

106

二
〇
〇
八
年
）
八
〜
九
頁
。

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

107

93

（　

）　

大
永
七
年
正
月
一
六
日
、
江
良
浦
指
出
（「
刀
根
家
文
書
」
四
号
）。

108
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
五
九
頁
。

109
（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
二
〇
六
頁
。

110
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

111

93

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

112

14

（　

）　

永
仁
四
年
二
月
日
、
倉
見
荘
実
検
田
目
録
（「
大
音
家
文
書
」
二
一
号
）。

113
（　

）　
「
大
音
家
文
書
」
四
三
号
。

114
（　

）　

海
老
澤
衷
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
補
論
１
「
荘
園
公

115

領
制
に
お
け
る
浦
」（
初
出
は
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（　

）　

建
久
二
年
三
月
五
日
、
十
禅
師
并
客
人
宮
祭
礼
料
田
畠
寄
進
状
（「
安
倍
家
文
書
」
一
号
）。

116
（　

）　

前
掲
木
村
論
文
、
一
二
三
頁
。

117
（　

）　

年
月
日
未
詳
、
帳
は
ず
し
料
算
用
覚
（「
大
音
家
文
書
」
二
七
〇
号
）。

118
（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
八
五
頁
。

119
（　

）　
『
食
材
魚
貝
大
百
科
』
第
一
巻
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
九
〇
頁
。

120
（　

）　
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
第
一
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）「
稲
掃
莚
」。

121
（　

）　

井
原
今
朝
男
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）
第
Ⅱ
部
第
六
章

122
「
中
世
の
五
節
供
と
天
皇
制
」（
初
出
は
、
一
九
九
一
年
）。

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
八
五
頁
。

123
（　

）　

梶
島
孝
雄
『
資
料
日
本
動
物
史
』（
八
坂
書
房
、
一
九
九
七
年
）
三
一
七
頁
。

124
（　

）　

前
掲
『
聞
き
書
福
井
の
食
事
』
二
九
四
頁
。

125
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

126

93

（　

）　

前
掲
藤
木
著
書
、
六
九
頁
。

127
（　

）　

前
掲
拙
稿
「
中
世
後
期
に
お
け
る
生
鮮
海
産
物
の
供
給
」、
拙
稿
「
モ
ノ
か
ら
み
た
一
五
世

128

紀
の
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
五
四
六
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（　

）　

年
未
詳
一
二
月
二
〇
日
、
熊
谷
直
継
書
状
（「
大
音
家
文
書
」
一
五
〇
号
）。

129
（　

）　
「
神
戸
記
」
所
載
文
書
。

130

（　

）　

各
表
は
、
笊
で
提
示
し
た
基
本
史
料
と
関
連
史
料
か
ら
網
羅
的
に
デ
ー
タ
を
集
め
て
作
成

131

し
た
。

（　

）　

負
担
史
料
に
よ
る
生
業
復
元
の
限
界
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
武
井
弘
一
氏
は
近

132

世
山
村
の
椎
葉
山
を
事
例
に
し
て
、
生
業
の
三
重
構
造
論
を
提
起
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

山
村
の
生
業
は
年
貢
・
諸
役
を
納
め
る
基
準
と
な
る
【
第
一
の
生
業
】、
そ
れ
を
補
完
す
る
た

め
の
【
第
二
の
生
業
】、
年
貢
・
諸
役
を
納
め
る
う
え
で
関
わ
り
の
な
い
自
給
の
た
め
の
【
第

三
の
生
業
】
の
三
重
構
造
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
。
商
品
作
物
の
栽
培
や
諸
稼

ぎ
が
盛
ん
で
あ
っ
た
山
村
に
お
い
て
は
、【
第
二
の
生
業
】
の
産
物
を
売
買
す
る
こ
と
で
納
税

も
可
能
で
【
第
一
の
生
業
】
よ
り
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
び
と
が
生
命
を
維
持
す
る
う

え
で
は
【
第
三
の
生
業
】
な
し
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
武
井
「
近
世
の

山
村
と
生
業
」『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』
二
一
、
二
〇
〇
七
年
）。
負
担
史
料
に
直
接
あ
ら
わ

れ
る
の
が
武
井
氏
の
い
う
【
第
一
の
生
業
】
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
負
担
に
よ
る
生
業
復
元

は
村
落
の
生
業
の
全
体
を
映
し
出
す
も
の
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
負
担
史
料
に
あ
ら
わ

れ
な
い
生
業
の
存
在
は
、
中
世
海
村
に
お
い
て
も
当
然
想
定
す
べ
き
で
あ
り
、
以
下
で
試
み

る
生
業
構
成
に
よ
る
海
村
の
類
型
化
は
、【
第
一
の
生
業
】
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
る
こ
と

を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
海
・
浜
・
山
の
産
物
が
負
担
の
基
準
と
な
る
中
世
海
村

の
ば
あ
い
、【
第
一
の
生
業
】
自
体
が
産
物
の
生
態
学
的
条
件
と
交
換
条
件
と
の
両
面
に
大
き

く
規
定
さ
れ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
条
件
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
交
換
経

済
と
つ
な
が
る
【
第
二
の
生
業
】
や
自
然
空
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
【
第
三
の
生
業
】
の

存
立
条
件
に
も
迫
っ
て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

（　

）　

近
年
、
則
竹
雄
一
氏
は
戦
国
か
ら
近
世
初
期
の
豆
州
の
海
村
を
対
象
に
、
負
担
の
相
違
か

133

ら
各
村
の
生
業
構
造
を
推
定
し
、
海
村
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
（
則
竹
「
戦
国
〜
近
世
初

期
の
海
村
の
構
造
」、
池
上
裕
子
編
『
中
近
世
移
行
期
の
土
豪
と
村
落
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇

五
年
）。
則
竹
氏
は
諸
負
担
量
か
ら
中
心
生
業
の
組
合
せ
を
推
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
一

年
の
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
諸
生
業
の
重
な
り
方
か
ら
、
生
業
の
全
体
構
成
を
復
元
し
て
い
く
。

（　

）　

前
掲
稲
葉
論
文
。

134
（　

）　

前
註
論
文
参
照
。

135
（　

）　

明
徳
二
年
二
月
一
〇
日
、
す
き
わ
重
家
田
地
宛
行
状
（「
安
倍
家
文
書
」
二
二
号
）。

136
（　

）　

正
和
三
年
三
月
五
日
、
左
衛
門
尉
藤
原
神
田
寄
進
状
（「
大
音
家
文
書
」
二
八
号
）。

137
（　

）　

年
月
日
未
詳
、
志
積
浦
廻
船
人
等
申
状
案
（「
安
倍
家
文
書
」
一
四
号
）。

138
（　

）　

註
（　

）
史
料
。

139

114

（　

）　

永
正
一
〇
年
一
二
月
三
〇
日
、
御
賀
尾
浦
年
中
美
物
請
取
状
（「
大
音
家
文
書
」
一
九
五

140

号
）。

（　

）　

建
武
二
年
三
月
三
日
、
賢
秀
・
清
長
連
署
禁
制
（「
中
世
文
書
」
七
七
号
）。

141
（　

）　

前
掲
白
水
「
中
世
海
村
の
百
姓
と
領
主
」
参
照
。
な
お
、
多
烏
・
汲
部
両
浦
の
狩
倉
山
に
つ

142

い
て
は
、
盛
本
昌
広
『
中
近
世
の
山
野
河
海
と
資
源
管
理
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
第

［中世海村の生業暦］……春田直紀
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一
部
第
一
章
「
山
野
河
海
の
資
源
維
持
」（
初
出
は
一
九
九
六
年
）
が
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。

（　

）　

服
部
英
雄
『
武
士
と
荘
園
支
配
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

143
（　

）　

年
未
詳
九
月
六
日
、
朝
倉
光
玖
判
物
（『
福
井
県
史
』
資
料
編
６
「
西
野
次
郎
兵
衛
家
文

144

書
」
八
号
）。

（　

）　

註
（　

）
史
料
。

145

138

（　

）　

年
月
日
未
詳
、
御
賀
尾
浦
塩
船
盗
難
物
注
進
状
写
（「
大
音
家
文
書
」
八
五
号
）。

146
（　

）　

文
永
九
年
二
月
日
、
鎌
倉
幕
府
免
許
旗
章
銘
（「
中
世
文
書
」
一
九
号
）。

147
（　

）　

正
和
・
文
保
・
元
応
雑
々
引
付
（『
小
浜
・
敦
賀
・
三
国
湊
史
料
』「
大
乗
院
文
書
」
三
）。

148
（　

）　

前
掲
安
室
「
複
合
生
業
論
」。

149
（　

）　

前
掲
拙
稿
「
水
面
領
有
の
中
世
的
展
開
」
参
照
。

150
（　

）　

苅
米
一
志
氏
は
中
世
の
殺
生
禁
断
思
想
が
、
村
落
の
ク
チ
ア
ケ
制
や
休
漁
な
ど
の
資
源
維

151

持
慣
行
と
習
合
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
苅
米
「
日
本
中
世
に
お
け
る
殺
生
観
と
狩

猟
・
漁
撈
の
世
界
」（『
史
潮
』
新
四
〇
、
一
九
九
六
年
）。
な
お
、
中
近
世
の
山
野
河
海
の
資

源
維
持
慣
行
に
つ
い
て
は
盛
本
昌
広
氏
が
精
力
的
に
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
が
前
掲
『
中

近
世
の
山
野
河
海
と
資
源
管
理
』
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

中
世
海
村
に
お
け
る
代
物
・
代
銭
納
制
に
つ
い
て
は
、
前
掲
下
村
論
文
、
拙
稿
「
貢
租
か
ら

152

み
た
漁
村
の
展
開
」（『
歴
史
評
論
』
四
八
八
、
一
九
九
〇
年
）、
宇
佐
見
隆
之
『
日
本
中
世
の

流
通
と
商
業
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
第
三
部
第
一
章
「
代
銭
納
と
現
物
納
」（
初

出
は
一
九
九
二
年
）
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
日
本
中
世
生
業
史

の
研
究
│
「
農
業
／
非
農
業
」
の
二
項
対
立
論
を
超
え
て
│
」（
研
究
代
表
者
・
春
田
直
紀
、
課
題

番
号
・
一
七
五
二
〇
四
四
一
）
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

（
熊
本
大
学
教
育
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
審
査
終
了
）
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Until now, the calendar year in villages during the Middle Ages has been portrayed in terms of the farming 

seasons that made up the agricultural calendar. However, one would expect there to be an annual work cycle that 

combines the occupations of coastal environments where there is a heterogeneous composition of work patterns 

incorporating occupations that do not center on agriculture. This paper reconstructs working calendars based on 

historical materials on the responsibilities of coastal villages in Wakasa and Echizen in the Middle Ages. In addi-

tion to ascertaining monthly characteristics, it also classifies coastal villages according to the combination of occu-

pations. In so doing, it identifies the following characteristics of coastal villages during this period.

1. The importance of rice cultivation was generally low, and feudal lords with established beaches in their es-

tates expected coastal villages to perform specific functions. These functions varied considerably, and included 

the supply of salt and marine produce, the cultivation of produce from fields and other land, silk produced by seri-

culture, and animal skins obtained from hunting. However, a single village did not engage in all of these functions.

2. The working calendars of medieval coastal villages consisted of the seasonal incorporation of fishing, salt 

making, crop and rice cultivation, sericulture, hunting and gathering. These working calendars were unlike agri-

cultural calendars that combined other occupational activities with rice cultivation in that they demonstrated a het-

erogeneous composition that incorporated a number of occupations coexisting side by side. The combinations of 

occupations varied from village to village, which are divided into four classifications according to those combina-

tions.

3. A basic tax-system charged on the salt-making and fishing village comprises monthly payment of salt and 

small-fish and seasonal payment of wakame and sushi-ok e. The occupational structure of coastal villages where 

the gathering of produce was not concentrated at a particular time was such that a number of working calendars 

overlapped each other without exactly coinciding.

4. Medieval coastal villages had two types of two responsibilities: there was the production of mairimono that 

were used as offerings at New Year’ s, the year end, the main five festivals（Go-sekku）and other religious festi-

vals, and the supply of produce called narimono in the different seasons. Religious offerings and the gifting of 

items from those of status to those below them（ gegyo）reconfirms a bilateral relationship between villages and 

feudal lords, in which the provision of offerings for festivals had the role of protecting occupational interests. De-

tailed instructions were given by feudal lords for the supply of narimono, which points to the role of feudal lords 

Working Calendars of Coastal Villages in the Middle Ages

HARUTA Naoki
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as consumers.

5. There were three methods of protecting the occupational activities of coastal villages and the use of re-

sources during this period. They were: 1）the establishment of periods when the use of resources ceased; 2） 

gifting to those of lower status (gegyo) and suiko loans given by feudal lords; and 3）the adoption of a system of 

substitution.

Key words: Medieval coastal villages, working calendar, Echizen and Wakasa, village type, the composition of 

heterogeneous and various occupations.


